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第２編 

第１章 

神を悟る第一歩 

 

祈願祈願祈願祈願節節節節    
 

p NaMaae >aGavTae vaSaudevaYa )) 
 

oà namo bhagavate väsudeväya 
 

 oà—おお主よ; namaù—あなたに敬意を表します; bhagavate—人格主神に; väsudeväya—ヴァ

スデーヴァの子、主クリシュナに。 
 

主よ。ヴァスデーヴァの子、シュリー・クリシュナよ、遍在する人格主神よ、あなた様に尊

敬の礼をささげます。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

 Väsudeväya（ヴァースデーヴァーヤ）は「ヴァスデーヴァの子、クリシュナに」という意味です。

クリシュナ、ヴァースデーヴァの名前を唱えることで、慈善、苦行、改悛の優れた結果すべて

を得ることができるため、このoà namo bhagavate väsudeväya（オーム ナモー バハガヴァテー ヴ

ァースデーヴァーヤ）というマントラを唱えることで、『シュリーマド・バーガヴァタム』の著者、

語り手、読者は、すべての喜びの源である至高主・クリシュナに敬意を表していることになり

ます。『シュリーマド・バーガヴァタム』の第１編では創造の原理について説明されているた

め、第１編は「創造」と呼ばれています。 

 同じように第２編では、創造後の宇宙現象界について述べられています。さまざまな天体系

が主の宇宙体の各部分として、第２編で解説されています。そのため、第２編は「宇宙現象界」

と呼ぶことができます。第２編には10の章があり、各章のなかに、『シュリーマド・バーガヴ

ァタム』の目的、そしてこの目的のさまざまな兆候について述べられています。最初の章では

唱名の栄光について述べられていますが、初心の献愛者が主の宇宙体を瞑想できる方法につい

ても述べられています。最初の節でシュカデーヴァ・ゴースヴァーミーは、死ぬときになすべ
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きことについて尋ねたマハーラージャ・パリークシットの質問に答えています。マハーラージ

ャ・パリークシットはシュカデーヴァ・ゴースヴァーミーを迎えたことを嬉しく思い、クリシ

ュナの親友であるアルジュナの子孫であることを誇りに思いました。じつに謙虚な人物なので

すが、主クリシュナが自分の祖父たち、すなわちパーンドゥの子息たちに、とりわけ自分の祖

父であるアルジュナに優しかったことに感謝しています。そして、主クリシュナはいつでもマ

ハーラージャ・パリークシットの家族に満足していたために、これから死のうとするかれが自

己の悟りの方法をきわめられるように、シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーが遣わされました。

マハーラージャ・パリークシットは幼いころから主クリシュナの献愛者でしたから、クリシュ

ナに自然に愛情を感じていましたし、シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーもその強い愛情を理

解することができました。だから、なにをすべきか、というその質問を喜んで受けいれました。

主クリシュナへの奉仕こそが全生命体の窮極の本務であることを王がほのめかしたことから、

シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーはその思いを歓迎し、「あなたはクリシュナについて尋ね

た。だからその質問は栄光に満ちている」と言いました。最初の節の訳が次のとおりです。 

 

第第第第１１１１節節節節    
 

é[qéuk- ovac 
vrqYaaNaez  Tae  Pa[én"  k*-Taae  l/aek-ihTa& Na*Pa ) 
AaTMaivTSaMMaTa" Pau&Saa& é[aeTaVYaaidzu Ya" Par" )) 1 )) 

 

çré-çuka uväca 

varéyän eña te praçnaù 

kåto loka-hitaà nåpa 

ätmavit-sammataù puàsäà 

çrotavyädiñu yaù paraù 
 

 çré-çukaù uväca—シュリー・シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーが言った; varéyän—栄光に満

ちた; eñaù—これ; te—あなたの; praçnaù—質問; kåtaù—あなたによってなされた; loka-hitam—

全人類にとって有益な; nåpa—王よ; ätmavit—超越主義者達; sammataù—承認されて; puàsäm—

すべての人々の; çrotavya-ädiñu—聞くことすべて; yaù—〜であるもの; paraù—至高。 
 

 シュリー・シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーが言った。「王よ。あなたの質問は栄光に満

ちあふれている。だれにとっても有益だからである。この質問の答は、聞くという行為を満た
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すもっともたいせつな主題であり、超越主義者たちにも認められている」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

 パリークシット王の質問そのものが、聞くにふさわしい最善の主題でしたから、すばらしい

質問と讃えられています。そのような質問をし、その答えを聞くことで、もっとも最高かつ完

璧な境地に到達することができます。主クリシュナは根源の至高の人物ですから、主にまつわ

る質問もすべて根源かつ完璧です。主シュリー・チャイタンニャ・マハープラブは、人生の最

高完成はクリシュナへの超越的な愛情奉仕をすることである、と言いました。クリシュナに関

連する質問と答は私たちをその超越的な境地に私たちを高めてくれますから、マハーラージ

ャ・パリークシットのクリシュナの哲学に関連した質問は、高く讃えられています。マハーラ

ージャ・パリークシットは、心を完全にクリシュナだけに没頭させたいと思いましたが、その

思いは、クリシュナの非凡な活動について聞くだけで満たされます。たとえば『バガヴァッド・

ギーター』では、主クリシュナの降誕・他界・活動の超越的な質を知るだけで、ふるさとへ、

神のもとへ戻り、苦しい物質界にはぜったいに戻ってこない、と述べられています。ですから、

いつもクリシュナについて聞く、という行為はたいへん吉兆なことなのです。だからこそマハ

ーラージャ・パリークシットはシュカデーヴァ・ゴースヴァーミーに、クリシュナの活動につ

いて話してください、そうすれば心をクリシュナに専念させられますから、と願ったのです。

クリシュナの活動はクリシュナそのものです。クリシュナの超越的な活動を聞いているかぎり、

私たちは物質存在の条件づけられた生活から離れていることができます。主クリシュナにまつ

わる主題は、話す人、聞く人、尋ねる人の心を清めてくれます。それらは、主クリシュナの足

先から流れだしているガンジス川にたとえられます。ガンジス川がどこを流れようと、その場

所を、そしてその水で沐浴する人を清めます。同じように、クリシュナ・カター（kåñëa-kathä）・

クリシュナの話題はとても純粋ですから、どこで語られても、その場所、聞く人、尋ねる人、

話す人など、かかわるものすべてが浄化されます。 

 

第第第第２２２２節節節節    
 

é[aeTaVYaadqiNa raJaeNd] Na*<aa& SaiNTa SahóXa" ) 
APaXYaTaaMaaTMaTatv&   Ga*hezu  Ga*hMaeiDaNaaMa( )) 2 )) 

 

çrotavyädéni räjendra 

nåëäà santi sahasraçaù 
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apaçyatäm ätma-tattvaà 

gåheñu gåha-medhinäm 
 

 çrotavya-ädéni—聞く主題 ; räjendra—おお皇帝よ ; nåëäm—人間社会の ; santi—〜がある; 

sahasraçaù—何百何千もの; apaçyatäm—盲目の人間の; ätma-tattvam—自己や窮極の真理に関す

る知識; gåheñu—家庭で; gåha-medhinäm—物質的な物事に熱中している者達の。 
 

 皇帝よ。物質的なことに没頭している者たちは、窮極の真理に関する知識に盲目であるため、

人間社会のなかに聞く主題を数多く作りだしている。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

 啓示経典には、世帯者の生活を表わす２つの専門語があります。一つはグリハスタ（gåhastha）、

もう一つがグリハメーディ（gåhamedhé）です。グリハスタは、妻や子どもたちと暮らしてい

ても、窮極の真理を悟るために崇高な生活をしている人々を指します。いっぽうグリハメーデ

ィは、家族のためだけに（それが拡大された、あるいは集中された形であっても）生きている

ため、人々に嫉妬心をいだいています。メーディ（medhé）は他人を妬むことです。グリハメ

ーディは家族のことだけを考えていますから、他人に嫉妬するのは当然です。ですから、ある

グリハメーディは別のグリハメーディとは仲が悪く、拡大された家族のかかわりにしても、共

同体、社会、国家など、利己的な関心しかないために互いに嫉妬しあっています。カリ時代に

なったいま、どの世帯者もほかの世帯者に嫉妬しています。窮極の真理に関する知識を知らな

いからです。かれらは聞こうとする主題――政治、科学、社会、経済など――をたくさん持っ

ていますが、知識が貧弱なために、人生の窮極の苦しみ、すなわち誕生・死・老年・病気に関

する知識を無視しています。じっさい、人間生活は生老病死から完全に解放されるためにある

のですが、グリハメーディは物質自然界に惑わされているために、自己の悟りに関することす

べてを忘れています。人生の問題の窮極の解決は、ふるさとに、神のもとに帰ることにあり、

それができてこそ『バガヴァッド・ギーター』（第８章・第16節）で述べられているように、

物質存在の苦しみ――生老病死――を取りのぞくことができます。 

 ふるとに、神のもとに帰る方法は、至高主について、そして主の名前、姿、特質、崇高な娯

楽、主にかかわるものごと、主の多様性について聞くことにあります。愚かな人々はこのこと

を知りません。それ以外の名前や姿などを聞きたいと思っていますが、どれもはかないものば

かりで、なにかを聞こうとするそのきもちをどう活用して窮極の善を得たらいいのか知りませ

ん。かれらはまちがって導かれているために、窮極の真理者の名前・姿・特質についてまちが
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った書物を作ったりします。ですから、ただ他人を妬んで生きるグリハメーディになってはい

けません。経典の教えに従う正しい世帯者になるべきです。 

 

第第第第３３３３節節節節    
 

iNad]Yaa ih YaTae Na¢&- VYavaYaeNa c va vYa" ) 
idva  caQaeRhYaa raJaNa( ku-$u=Mb>ar<aeNa va )) 3 )) 

 

nidrayä hriyate naktaà 

vyaväyena ca vä vayaù 

divä cärthehayä räjan 

kuöumba-bharaëena vä 
 

 nidrayä—眠ることで; hriyate—無駄にする; naktam—夜; vyaväyena—セックスにふけること; 

ca—もまた; vä—どちらも; vayaù—寿命; divä—日々; ca—そして; artha—経済; éhayä—発達; 

räjan—王よ; kuöumba—家族達; bharaëena—維持している; vä—どちらも。 
 

 そのような嫉妬深い世帯者の生活は、夜は眠ることとセックスに溺れることに使われ、昼は

金を稼ぐか、家族を維持するために使われている。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

 現在の人間文化は、夜は眠ることとセックスにふけること、日中はカネを稼ぎ、家族の維持

のために働くことにもとづいています。そのような文化はバーガヴァタの学者によって非難さ

れています。 

 人間生活は物質と精神の組み合わせですから、ヴェーダ知識はすべて、精神魂を物質の穢れ

から解放させることに向けられています。このことに関連する知識をアートマ・タットヴァ

（ätma-tattva）と言います。あまりにも物質主義的な人々はこの知識を知らず、物質的な楽し

みを味わうための経済発展に心を向けています。そのような物質主義的な人々をカルミー、す

なわち結果にこだわる労働者といい、かれらは規制された経済発展に、あるいは性的楽しみの

ための女性との交わりが許されています。いっぽう、カルミーを超えた人々、すなわちギャー

ニー、ヨーギー、献愛者たちは性的なことにかかわることが禁じられています。カルミーは多

かれ少なかれアートマ・タットヴァを知らないため、かれらの生活は精神的な利益とは関係な

く使われています。人間生活は経済発展のための重労働、あるいは犬や豚のようにセックスに
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ふけるために用意されたのではありません。物質的な生活、そしてそのために生じる苦しみと

いう問題を解決させるためにあるのです。しかしカルミーたちは、夜はセックスにおぼれ、昼

は財産をためるために重労働にはげんで時間を無駄にし、そうすることで物質主義的な生活を

よりよいものにしようとしています。物質主義的な生き方がここで要約され、そして愚かな人々

が人間生活という恩恵をどのように無駄にしているかが、次のように説明されていきます。 

 

第第第第４４４４節節節節    
 

dehaPaTYak-l/}aaidZvaTMaSaENYaeZvSaTSviPa  ) 
Taeza& Pa[Mataae iNaDaNa& PaXYaàiPa Na PaXYaiTa )) 4 )) 

 

dehäpatya-kalaträdiñv 

ätma-sainyeñv asatsv api 

teñäà pramatto nidhanaà 

paçyann api na paçyati 
 

 deha—体; apatya—子ども達; kalatra—妻; ädiñu—そしてそれらに関連するすべての物事; 

ätma—自分の; sainyeñu—戦う兵士達; asatsu—過ちを犯す; api—〜にもかかわらず; teñäm—そ

れらすべての; pramattaù—過度に執着して; nidhanam—破滅; paçyan—経験してきて; api—〜で

はあるが; na—〜しない; paçyati—それを見る。 
 

 アートマ・タットヴァを知らない者たちは、「あてにならない兵士」ともいうべき体、子ど

も、妻などに強く執着しているために、人生の問題について問おうとしない。これまでなんど

もまのあたりにしてきたというのに、避けられない破滅が見えないのである。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

 物質界は死の世界と呼ばれています。何百万年もの寿命を持つブラフマーから数秒間しか生

きられない細菌にいたるまで、すべての生命体が生存競争をしています。ですから私たちの一

生は、だれをも死におとしいれる物質自然界との戦いと言えるでしょう。人間になった生命体

は、この厳格な生存競争の正体が理解できるのですが、家族、社会、国などに執着しすぎてい

るため、体力、子ども、妻、親戚などの助けで、勝てるわけのない物質自然界と戦って勝とう

としています。これまでの経験をとおして充分にわかっているはずなのに、子ども、親戚、社

会の人々という頼るべき戦士たちすべてが、やがては苦闘のはてに破滅していくことが見えま
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せん。自分の父も、その父の父もすでに死に、自分もやはり必ず死に、子どもの親になるだろ

う自分の子どももやがては死んでいくのですから、人はそういうものであることを心得ておか

なくてはなりません。だれであっても、物質自然界との競争で生き残ることはできません。人

間社会の歴史がそのことを証明しているというのに、愚かな人たちは、将来、人は物質科学の

助けを得て永遠に生きられるようになる、と豪語したりします。人間社会に見られるこの貧弱

な知識は精神魂の本質を無視した結果であり、そして人をまちがって導くものです。この物質

界に執着している私たちにとって、この世界は夢として存在しています。さもなければ、精神

魂はいつでも、物質自然界とは違った存在です。物質自然界という広大な海は「時」という波

を作り、いわゆる生活環境は泡のようなもので、私たちのまえに体、妻、子ども、社会、同国

人などとして現われます。自己の知識がないために、私たちは無知の力の犠牲になり、こうし

て、「永遠な生活」という物質界ではありえないことを追求するむなしい努力をしながら、人

間生活という価値あるエネルギーを無駄にしています。 

 友人、親戚、また妻、子どもたちはあてにならない存在であることはもちろん、物質存在と

いう表面的な魅力に惑わされている人たちばかりです。そのようなかれらが私たちを救ってく

れるわけがありません。それでも私たちは、家族、社会、国のなかにいさえすれば安全だと考

えています。 

 人間文化の物質主義に支えられた発達はすべて、死体の飾りのようなものです。世のすべて

の人々は、数日間動きまわっている死体にすぎないのですが、それでも、人間生活の全エネル

ギーがこの死体を飾ることに無駄に使われています。シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーは、

混乱した人間の活動の真相をしめしたあと、人類がなすべきことを指摘しています。アートマ・

タットヴァの知識のない人々はまちがって導かれているのですが、主の献愛者、そして超越的

知識を完璧に悟った人々は惑わされていません。 

 

第第第第５５５５節節節節    
 

TaSMaaÙarTa   SavaRTMaa  >aGavaNaqìrae  hir" ) 
é[aeTaVYa" k-IiTaRTaVYaê SMaTaRVYaêeC^Taa>aYaMa( )) 5 )) 

 

tasmäd bhärata sarvätmä 

bhagavän éçvaro hariù 

çrotavyaù kértitavyaç ca 

smartavyaç cecchatäbhayam 
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 tasmät—この理由のために; bhärata—バラタの子孫よ; sarvätmä—至高の魂; bhagavän—最高

人格主神; éçvaraù—支配者; hariù—すべての苦痛を消しさる主; çrotavyaù—〜は聞かれるべき; 

kértitavyaù—讃えられるべき ; ca—もまた ; smartavyaù—思い出されるべき ; ca—そして ; 

icchatä—望む者の; abhayam—自由。 
 

 バラタ王の子孫よ。いっさいの苦しみから解放されたいと望む者は、至高の魂、支配者、苦

悩の救世者である人格主神について聞き、その方を讃え、また思いださなくてはならない。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

 シュリー・シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーは前の節で、物質生活に執着している愚かな

人々が、眠ること、性生活にふけること、経済的状況を改善させること、消滅する定めにある

親族という仲間を維持するために、忘却の世界で貴重な時間を無駄にしていると説明しました。

精神魂はこのような物中心の活動に夢中になり、果報的活動の法則のサイクルにみずからを陥

っています。その結果として、840万種類の生物種のなかでの誕生と死の鎖に必然的に絡まる

ことになります。そして水中生物、野菜、爬虫類、鳥、動物、未開人、そしてふたたび人間の

姿になり、ここにきて果報的活動のサイクルから抜けだすチャンスが与えられます。ですから、

この悪循環から解放されたいと思う人は、カルミー、すなわち自分がしたことの善悪の結果を

楽しもうとすることをやめなくてはなりません。良いことであろうと悪いことであろうと、そ

れは自分のためではなく、存在するものすべての窮極の所有者である至高主のためにすべきで

す。その方法が『バガヴァッド・ギーター』（第９章・第27節）で勧められており、すべてを

主のためにするよう教えられています。ですから、まず主について聞くことが先決です。完璧

に、入念に聞いたあとは主の行動を讃えなくてはなりませんし、讃えることで主の超越的な質

をいつも思っていられるようになります。主が賞賛される言葉を聞くことそのものが主の超越

的な質と同じであり、そうすることで、私たちは主といつもふれあっていることになります。

その結果、あらゆる恐怖から解放されていきます。主は全生命体の心臓に住んでいる至高の魂

（パラマートマー）であり、上記のような聞く方法と讃える方法をとおして、主は私たちを主

の創造界にいるすべての生命体との交流に招きます。主について聞いて主を唱えるという方法

は、だれにもふさわしく、だれでも実践できるものであり、神意かもしれないすべての活動を

とおして窮極の成功に導かれていきます。人間にもさまざまな段階があります――果報的活動

者、経験主義哲学者、神秘主義ヨーギー、そして最後に純粋無垢な献愛者です。このすべての

人たちが同じ方法を実践し、望ましい成功を達成することができます。だれでも、あらゆる恐

怖から解放されたいと思っていますし、申し分のない幸福な生活を求めています。この境地を
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すぐに達成する完璧な方法が『シュリーマド・バーガヴァタム』で勧められており、それがシ

ュリーラ・シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーという偉大な権威者によってしめされています。

主について聞き、主を讃えることで、万人の活動が精神的活動になり、物質的苦痛の概念はす

べて完璧に消滅されるのです。 

 

第第第第６６６６節節節節    
 

WTaavaNa( Saa&:YaYaaeGaa>Yaa& SvDaMaRPairiNaïYaa ) 
JaNMal/a>a"  Par"  Pau&SaaMaNTae NaaraYa<aSMa*iTa" )) 6 )) 

 

etävän säìkhya-yogäbhyäà 

sva-dharma-pariniñöhayä 

janma-läbhaù paraù puàsäm 

ante näräyaëa-småtiù 
 

 etävän—これらすべて; säìkhya—物質と精神に関する完璧な知識; yogäbhyäm—神秘的力に関

する知識; sva-dharma—特定の定められた義務; pariniñöhayä—完全な理解によって; janma—誕

生; läbhaù—利益; paraù—至高者; puàsäm—人の; ante—最期に; näräyaëa—人格主神; småtiù—

記憶。 
 

 人間生活の最高完成は、物質と精神に関係する完璧な知識であろうと、神秘的力の修練であ

ろうと、あるいは定められた義務を完璧に実践することであろうと、人生の最期に人格主神を

思いだすことにある。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

 ナーラーヤナは物質創造界を超えた超越的な人格主神です。すべてはマハトゥ・タットヴァ

（物質原則）の世界のなかで創造され、維持され、そして最後に破壊され、それが物質界と知

られています。ナーラーヤナ・人格主神の存在は、このマハトゥ・タットヴァの範囲にはなく、

そのため、ナーラーヤナの名前、姿、特質などは物質界の範囲を超えています。物質と精神を

識別する経験哲学という推測によって、あるいは修練者を宇宙内のどの惑星にでも、この宇宙

を超えた惑星にでも到達することを助けてくれる神秘的な力の修練によって、またあるいは宗

教上の義務を遂行することによって、最高完成を達成することができますが、それはナーラー

ヤナ・スムリティ（näräyaëa-småti）、すなわち人格主神を絶えず思い出している境地に到達
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していればのことです。これは、純粋な献愛者という、経典が定義する定められた義務に関連

したすべてのギャーニー、ヨーギー、カルミーたちの超越的な活動に最終的な仕上げを与える

人物によって可能になるものです。精神的完成を達成した歴史的な実例は数多く残されており、

たとえばサナカーディ・リシ、９人の名高いヨーゲーンドラたちは、主への献愛奉仕に位置さ

れたすぐにあとに完成の境地を達成しました。主の献愛者はだれひとりとして、ギャーニーや

ヨーギーがするようなほかの方法を始めて、献愛奉仕の道から逸れることはぜったいにありま

せん。だれでも自分に定められた活動の最高完成を達成したいと望んでおり、ここでは、その

完成をナーラーヤナ・スムリティといい、だれもがそのために最善をつくさなくてはならない、

としめされています。言いかえれば、私たちの生涯は、生きていくなかで毎瞬間人格主神のこ

とが思いだしていられるよう整えなくてはならない、ということです。 

 

第第第第７７７７節節節節    
 

Pa[aYae<a  MauNaYaae  raJaiàv*taa iviDazeDaTa" ) 
NaEGauR<YaSQaa rMaNTae SMa Gau<aaNauk-QaNae hre" )) 7 )) 

 

präyeëa munayo räjan 

nivåttä vidhi-ñedhataù 

nairguëya-sthä ramante sma 

guëänukathane hareù 
 

 präyeëa—おもに; munayaù—すべての聖者達; räjan—王よ; nivåttäù—〜を超えて; vidhi—規定

原則; ñedhataù—制限から; nairguëya-sthäù—超越的境地にいる; ramante—〜に喜びを感じる; 

sma—明白に; guëa-anukathane—栄光を讃えている; hareù—主の。 
 

 パリークシット王よ。規則や禁制を超越した境地にいる頂点の超越主義者たちは、おもに主

の栄光を話すことに喜びを感じている。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

 頂点の超越主義者は解放された魂であり、そのため規定原則の範囲を超えています。これか

ら精神的境地に高められようとする初心の献愛者は、規定原則のもとで精神指導者に導かれる

立場にいます。医学上のさまざまな制約のもとで治療を受けている患者、といえるかもしれま

せん。一般的に、解放された魂たちでも超越的な活動について説明することに喜びを感じるも
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のです。上記のように、ナーラーヤナ、ハリ、人格主神は物質創造界を超えているため、その

姿や特質は物質的ではありません。頂点の超越主義者あるいは解放された魂は、超越的知識を

学ぶことで高尚な経験をして主を悟るため、超越的な質にあふれた主の崇高な娯楽について話

して喜びを感じます。『バガヴァッド・ギーター』（第４章・第９節）で人格主神は、わたし

の降誕と活動はどれもdivyam（デヴャンム）超越的である、と宣言しています。物質エネルギーに

魅せられている一般の人々は、主も自分と同じ、と当たりまえのように考えているため、主の

姿や名前などはすべて超越的である、という教えが受けいれられません。頂点の超越主義者は

物質的なものにはいっさい関心がなく、主の活動という主題だけに没頭していることが、主は

物質界にいる私たちとはまったく違うという事実を如実に表わしています。ヴェーダ経典でも

確証されているように、至高主は一人しかいませんが、無垢な献愛者たちとともに超越的な娯

楽を繰りひろげ、同時に、バラデーヴァの拡張体である至高の魂として私たちの心臓のなかに

います。ですから、超越的悟りの最高完成は、主の超越的な質について聞き、そして説明する

ことに喜びを感じることにあり、非人格論の一元論者が求めているブラフマンの存在に没入す

ることではありません。真の超越的喜びは超越的な主の称讃にあり、主の姿と人格のない様相

に没入することではありません。しかし、頂点の超越主義者のほかに、とくに喜びを感じるこ

となく主の超越的な活動を説明する低次元の超越主義者もいます。かれらは、主の存在のなか

に没入することを目的に、主の活動について形式的に話しあっているにすぎません。 

 

第第第第８８８８節節節節    
 

wd&  >aaGavTa& NaaMa Paura<a& b]øSaiMMaTaMa( ) 
ADaqTavaNa( ÜaParadaE iPaTauÜŒPaaYaNaadhMa( )) 8 )) 

 

idaà bhägavataà näma 

puräëaà brahma-sammitam 

adhétavän dväparädau 

pitur dvaipäyanäd aham 
 

 idam—この; bhägavatam—『シュリーマド・バーガヴァタム』; näma—その名前の; puräëam—

ヴェーダの補足書; brahma-sammitam—ヴェーダの真髄と認められて; adhétavän—研究した; 

dväpara-ädau—ドゥヴァーパラ・ユガの終わりに; pituù—私の父から; dvaipäyanät—ドゥヴァイ

パーヤナ・ヴャーサデーヴァ; aham—私自身。 
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 私はドゥヴァーパラ・ユガの終わりに、あらゆるヴェーダに匹敵し、偉大なるヴェーダ経典

の補足書である『シュリーマド・バーガヴァタム』というこの偉大なるヴェーダ経典を、私の

父シュリーラ・ドゥヴァイパーヤナ・ヴャーサデーヴァから学んだ。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

 規則や禁制を超えた頂点の超越主義者たちは、おもに人格主神について聞いて讃えることに

没頭する、というシュリーラ・シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーの言葉が、かれ自身の実体

験としてしめされています。シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーは、だれもが認める解放され

た魂として、そして頂点の超越主義者として、マハーラージャ・パリークシットが迎える最後

の７日間に居合わせた頂点の聖者たちに受けいれられました。そして自分自身が主の超越的な

活動に魅せられ、偉大なる父親であるシュリー・ドゥヴァイパーヤナ・ヴャーサデーヴァから

『シュリーマド・バーガヴァタム』を学んだというみずからの経験を語りました。『シュリー

マド・バーガヴァタム』、あるいはその他の科学的文献についても同じことが言えるのですが、

自宅で自分の知的能力を使って学ぶことはできません。解剖学の医学者とか哲学書は書店で手

に入りますが、自宅でそういう本を読んでもちゃんとした資格のある医師にはなりません。医

科大学に入り、博識な教授に導かれて書物を研究しなくてはならないのです。同じように、『シ

ュリーマド・バーガヴァタム』という神に関する科学の大学院的研究は、シュリーラ・ヴャー

サデーヴァのような悟った魂の蓮華の御足のもとで研究してこそ学べるものです。シュカデー

ヴァ・ゴースヴァーミーは誕生したその日から解放された魂でしたが、なおかつ、偉大な父で

あり、またシュリー・ナーラダ・ムニという別の偉大な魂の教えのもとで『シュリーマド・バ

ーガヴァタム』を編纂したヴャーサデーヴァから講義を受けなくてはなりませんでした。主シ

ュリー・チャイタンニャ・マハープラブは、ある博識なブラーフマナに「物のバーガヴァタか

ら『シュリーマド・バーガヴァタム』を学びなさい」と教えました。『シュリーマド・バーガ

ヴァタム』は、至高の人物の超越的な名前・姿・特質・娯楽・身の回りの物事・多様性につい

て、人格主神の化身であるシュリーラ・ヴャーサデーヴァによって語れました。主の崇高な娯

楽は純粋な献愛者と協力して繰りひろげられ、したがって、歴史的な出来事が（クリシュナに

関連しているため）この偉大な文献に含まれています。この本はbrahma-sammitam（ブラフマ・

サンミタンム）とも呼ばれていますが、それは、『バガヴァッド・ギーター』と同じように、主ク

リシュナの音の表われだからです。『バガヴァッド・ギーター』は至高主によって語られたも

のですから主の音の化身で、そして『シュリーマド・バーガヴァタム』は、主の活動について

主の化身によって語られたものですから主の音の表われです。この本のはじまりに述べられて
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いるように、これはヴェーダという望みの木の真髄であり、ブラフマンという主題に関する頂

点の哲学的学術書である『ブラフマ・スートラ』に対する自然な解説書です。ヴャーサデーヴ

ァはドゥヴァーパラ・ユガの終わりにサテャヴァティーの子息として現われ、そのため、この

節にある「ドゥヴァーパラ・ユガのはじまり」をしめすdväpara-ädau（ドゥヴァーパラ・アーダウ）

という言葉は、カリ・ユガがはじまる直前であることをしめしています。シュリーラ・ジーヴ

ァ・ゴースヴァーミーによると、この表現は、木の上部を「はじまり」と呼ぶことと比較され

ています。つまり、木の根は確かにその木のはじまりなのですが、事実として言えることは、

木の上部が最初に見られる、という点にあります。このことから、木の生⻑の最終点がその木

のはじまり、と言われているのです。 

 

第第第第９９９９節節節節    
 

PairiNaiïTaae_iPa NaEGauR<Ya otaMaëaek-l/Il/Yaa ) 
Ga*hqTaceTaa  raJazeR Aa:YaaNa& YadDaqTavaNa( )) 9 )) 

 

pariniñöhito 'pi nairguëya 

uttama-çloka-lélayä 

gåhéta-cetä räjarñe 

äkhyänaà yad adhétavän 
 

 pariniñöhitaù—完全に悟った; api—〜にかかわらず; nairguëye—超越性の中に; uttama—啓発

された; çloka—節; lélayä—娯楽によって; gåhéta—魅了されて; cetäù—注意; räjarñe—神聖な王よ; 

äkhyänam—描写; yat—それ; adhétavän—私は研究した。 
 

 おお神聖な王よ。確かに私は超越的な境地にいる。しかし、悟りに満ちた節をとおして説明

されている主の崇高な娯楽の説明を聞いて、そのとりこになるのだ。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

 絶対真理者は、哲学的な推論をとおしてまず非人格のブラフマンとして悟られ、さらに超越

的知識を高めることで至高の魂（パラマートマー）として悟られます。しかしもし、主の恩寵

を授かった非人格論者が『シュリーマド・バーガヴァタム』にある優れた説明で啓発を受けれ

ば、人格主神の超越的な献愛者に変貌します。貧弱な知識では絶対真理者の人格性を理解に到

達することはできませんし、主の個人としての活動は、知性に欠ける非人格論者にはどうして
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も受けいれられません。しかし、絶対真理者に近づこうとする超越的な方法が分別と論拠とあ

いまって、強情な非人格論者でも主の個人としての活動に心惹かれることがあります。シュカ

デーヴァ・ゴースヴァーミーのような人物は、俗な活動に惹かれることはありませんが、その

ような献愛者でも、優れた方法をとおして納得すれば、必ず主の超越的な活動に魅了されます。

主は、その活動を見ればわかるように、超越的な方です。無活動でも非人格でもありません。 

 

第第第第１０１０１０１０節節節節    
 

Tadh&  Tae_i>aDaaSYaaiMa MahaPaaEåizk-ae >avaNa( ) 
YaSYa é[ÕDaTaaMaaéu SYaaNMauku-Nde MaiTa" SaTaq )) 10 )) 

 

tad ahaà te 'bhidhäsyämi 

mahä-pauruñiko bhavän 

yasya çraddadhatäm äçu 

syän mukunde matiù saté 
 

 tat—それ; aham—私; te—あなたたちに; abhidhäsyämi—吟唱しよう; mahä-pauruñikaù—主ク

リ シ ュ ナ の も っ と も 誠 実 な 献 愛 者 ; bhavän— あ な た た ち ; yasya— 〜 で あ る も の の ; 

çraddadhatäm—完全な敬意と集中を傾ける者の ; äçu—まもなく ; syät—そのようになる ; 

mukunde—解放を与える主に; matiù—信念; saté—揺るぎない。 
 

 その『シュリーマド・バーガヴァタム』をみなさんに語ろう。主クリシュナのもっとも真剣

な献愛者である方たちばかりだからだ。『シュリーマド・バーガヴァタム』を一心不乱に聞き、

敬意を捧げる者は、解放を授ける至高主に対する揺るぎない信念を手に入れるのである。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

 『シュリーマド・バーガヴァタム』はだれもが認めるヴェーダ知恵であり、そのヴェーダ知識

を授かる方法をアヴァローハ・パンター（avaroha-panthä）、ほんものの師弟継承をとおして

超越的を受けいれる方法、といいます。物質的知識を高めるためには各個人の能力と判断力が

要求されますが、精神的知識の場合、その伝わり方はほとんどが精神指導者の慈悲にかかって

います。精神指導者は弟子の心がまえに満足しなくてはならず、その条件が満たされてこそ、

精神的科学を学ぶ生徒のまえに真実はおのずと表わされるものです。しかし、その方法が怪し

げな魔術を使ったような手段、つまり精神指導者が弟子に電流でも流しこむかのような魔術で
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教えを授ける、といったメージで誤解されることがあってはなりません。ほんものの精神指導

者は、ヴェーダの知恵という権威にもとづいてすべてを弟子に説明します。弟子はその教えを

ただ知力をとおして授かるのではなく、謙虚な質問と奉仕の態度で受けいれます。そこに流れ

ているのは、精神指導者も弟子も誠実である、という考えです。この場合、精神指導者はシュ

カデーヴァ・ゴースヴァーミーで、偉大な父・シュリーラ・ヴャーサデーヴァから学んだこと

をそのまま説き、また弟子のマハーラージャ・パリークシットは、主クリシュナの偉大な献愛

者です。献愛者は、主の献愛者になりさえすれば精神的なものすべてが授かる、と誠実に信じ

ています。この教えは主みずから『バガヴァッド・ギーター』のすべてのページに刻まれ、そ

こには、「主（シュリー・クリシュナ）がすべてであり、主にすべてをゆだねる人は、完全に

敬虔な人物になる」と明確に説明されています。主クリシュナに対するこの揺るぎない信念が、

『シュリーマド・バーガヴァタム』の生徒になる心の準備を築き、シュカデーヴァ・ゴースヴ

ァーミーのような献愛者から『シュリーマド・バーガヴァタム』を聞く人は、マハーラージャ・

パリークシットのように、最後には必ず解放の境地に到達します。『シュリーマド・バーガヴ

ァタム』の職業吟唱家や１週間聞くだけの偽物献愛者は、シュカデーヴァ・ゴースヴァーミー

とマハーラージャ・パリークシットとは似ても似つかない輩です。シュリーラ・ヴャーサデー

ヴァは『シュリーマド・バーガヴァタム』をjanmädy asya（ジャンマーディ アッシャ）という最初

の節（SB 1.1.1）から説明し、またシュカデーヴァ・ゴースヴァーミーも、王に同じ内容を説明

しました。主クリシュナは、『シュリーマド・バーガヴァタム』（第11編）で、マハープルシ

ャ（Mahäpuruña）と述べられています。その箇所では、主がシュリー・チャイタンニャ・マ

ハープラブという献愛者の姿で現われることが述べられています。シュリー・チャイタンニャ・

マハープラブは献愛奉仕をする献愛者として現われた主クリシュナ自身であり、カリ時代にい

る堕落した魂たちに特別の恩寵を授けるために降誕しました。主クリシュナのマハープルシャ

様相に捧げるにふさわしい２つの祈りがあります。 
 

dhyeyaà sadä paribhava-ghnam abhéñöa-dohaà 

térthäspadaà çiva-viriïci-nutaà çaraëyam 

bhåtyärti-haà praëata-päla bhaväbdhi-potaà 

vande mahä-puruña te caraëäravindam 
 

 (SB 11.5.33) 

tyaktvä su-dustyaja-surepsita-räjya-lakñméà 

dharmiñöha ärya-vacasä yad agäd araëyam 
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mäyä-mågaà dayitayepsitam anvadhävad 

vande mahä-puruña te caraëäravindam 

(SB 11.5.34) 
 

 言いかえると、プルシャは享楽者、そしてマハープルシャは至高の享楽者、すなわち最高人

格主神・シュリー・クリシュナを指している、ということです。至高主シュリー・クリシュナ

に近づくにふさわしい人をマハー・パウルシカ（mahä-pauruñika）といいます。ほんものの

吟唱者から注意深く『シュリーマド・バーガヴァタム』について聞く人ならだれでも、解放を

授けることのできる主の誠実な献愛者に確実になれます。『シュリーマド・バーガヴァタム』

を一心に聞くことでマハーラージャ・パリークシットを凌ぐ人物はおらず、『シュリーマド・

バーガヴァタム』の節を語ることでシュカデーヴァ・ゴースヴァーミーを凌ぐ人物はいません。

ですから、シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーとマハーラージャ・パリークシットという二人

の理想的な吟唱者と傾聴者の足跡に従う人は、だれであっても、まちがいなく二人のような解

放を手に入れます。マハーラージャ・パリークシットは聞くだけで解放を達成し、シュカデー

ヴァ・ゴースヴァーミーは語るだけで解放を達成しました。話すことと聞くことという２つの

方法は、９つの献愛奉仕の活動に含まれ、この原則に熱心に従えば、それが完全でも部分的で

あっても、絶対的な境地を達成することができます。ですから、『シュリーマド・バーガヴァ

タム』のjanmädy asya（ジャンマーディ アッシャ）という最初の節（SB 1.1.1）から最後の第12編

の最後の節（SB 12.13.23）にいたる完璧な原文が、マハーラージャ・パリークシットの解放

が達成されるよう、シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーによって語られたのです。『パドゥマ・

プラーナ』では、ガウタマ・ムニがマハーラージャ・アンバリーシャに、シュカデーヴァ・ゴ

ースヴァーミーによって語られたように、定期的に『シュリーマド・バーガヴァタム』を聞く

よう助言した、とあり、そのなかでは、マハーラージャ・アンバリーシャが、シュカデーヴァ・

ゴースヴァーミーによって語られたように『シュリーマド・バーガヴァタム』を最初から最後

まで聞いた、と言われています。ですから、『シュリーマド・バーガヴァタム』にほんとうに

関心をいだいている人は、この部分、あの部分という適当な形で読んだり聞いたりするべきで

はありません。マハーラージャ・アンバリーシャやマハーラージャ・パリークシットのような

偉大な王たちの足跡に従い、そしてシュカデーヴァ・ゴースヴァーミーのほんものの代表者か

ら聞かなくてはなりません。 
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第第第第１１１１１１１１節節節節    
 

WTaiàivRÛMaaNaaNaaiMaC^TaaMaku-Taae>aYaMa(   ) 
YaaeiGaNaa& Na*Pa iNa<asTa& hreNaaRMaaNauk-ITaRNaMa( )) 11 )) 

 

etan nirvidyamänänäm 

icchatäm akuto-bhayam 

yoginäà nåpa nirëétaà 

harer nämänukértanam 
 

 etat—それは〜である; nirvidyamänänäm—物質的望みをいっさい持たない者達の; icchatäm—

あらゆる物質的楽しみを望んでいる者達の; akutaù-bhayam—疑いと恐れのいっさいない; 

yoginäm—みずから満足している者達の; nåpa—王よ; nirëétam—決定された真理; hareù—主、シ

ュリー・クリシュナの; näma—聖なる名前; anu—誰かに従い、いつも; kértanam—唱えている。 
 

 王よ。偉大な権威者たちが説く方法に従って主の聖なる名前をいつも唱えることは、だれに

とっても、すなわち物質的な望みがなにもない者、物質的な楽しみをすべて望む者、そして超

越的な知識の力でみずから満足している者にとっても、疑いも恐れもない成功を手に入れる方

法である。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

 前の節では、ムクンダに執着する必要性が確証されています。さまざまな分野で成功を求め

る多くの人々がいます。しかし多かれ少なかれ、そのほとんどが物質的な満足を最大限楽しも

うとする物質主義者です。かれらの次に、物質的な楽しみがどのようなものであるかを説く完

璧な知識を得た超越主義者がおり、幻想にすぎない物質的な生活にはかかわりません。自己を

悟ることで満たされている人たちばかりです。さらに高い境地には主の献愛者がおり、物質界

を楽しみも捨てもしません。主の、主クリシュナを満足させたいとだけ思っています。言いか

えると、主の献愛者は自分だけの利益を欲しがらない、ということです。主が望めば物質的な

便宜はすべて受けいれ、望まなければそのような便宜はすべて、解放の境地さえ、捨てること

ができます。また、自分を満足させることさえ考えない。主の満足だけを望んでいるから。節

でシュリー・シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーは、主の聖なる名前の超越的唱名を勧めてい

ます。聖なる名前を冒涜することなく唱えたり聞いたりする人は、主の超越的な姿に精通し、

次に主の特質に、そして主の崇高な娯楽などに精通するようになっていきます。そしてこの節
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では、主の聖なる名前について権威者から聞いたあとはその名前をいつも唱えるべきである、

とも述べられています。これは、権威者から聞くことがなによりもたいせつだということです。

聖なる名前を聞く人は、主の姿、特質、娯楽などについて聞く境地に徐々に高められ、こうし

て主の栄光を唱える必要性が首尾よく達成されていきます。この過程は、献愛奉仕をじょうず

に実践するためだけではなく、物質的なことに執着している人たちにも勧められています。シ

ュリー・シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーによると、こうして成功を達成する方法は決定的

な事実であり、かれだけではなく、先代のアーチャーリャたちも断言していることです。です

から、これ以上証拠を挙げる必要はありません。この方法は、さまざまな理論の成功を求める

積極的な生徒だけではなく、果報的活動者、哲学者、主の献愛者として成功を収めている人た

ちにも勧められています。 

 シュリーラ・ジーヴァ・ゴースヴァーミーによると、主の聖なる名前は大声でなされるもの

であり、また『パドゥマ・プラーナ』で勧められているように名前に対する冒涜を犯すことな

くなされなくてはなりません。主になにもかも身をゆだねることで、すべての罪の結果から自

分を救うことができます。そして主の聖なる名前に身をゆだねることで、主の御足に対する冒

涜からも自分を救うことができます。しかし、主の聖なる名前という御足を冒涜してしまえば、

自分を救う守ることはできません。そのような冒涜には10種類あることが『パドゥマ・プラー

ナ』で述べられています。最初の冒涜は、主の栄光を世に広めている偉大な献愛者を中傷する

ことです。２番目の冒涜は、主の聖なる名前を俗な特質にもとづいて判断することにあります。

主は全宇宙の所有者ですから、さまざまな場所でさまざまな名前で呼ばれていますが、そのた

めに主の完全性まで変わってしまうわけではありません。至高主を指す特定の言葉はどれも主

のためにあるものですから、どの名前も神聖な気質をそなえています。そのような聖なる名前

には主と同じ力があり、この創造界のどの場所のどの人たちでも、それぞれの理解にもとづい

て主の特定の名前を唱えたり讃えたりしても、なんの障害もありません。どれも吉兆な名前で

すから、どの名前が精神的で、その名前が物質的である、などと区別してはなりません。３番

目の冒涜は、権威あるアーチャーリャや精神指導者の命令を無視することです。４番目の冒涜

は、経典やヴェーダ知識を非難することです。５番目は、自分の俗な判断で主の聖なる名前を

定義づけてしまうことです。主の聖なる名前は主とまったく同じですから、その聖なる名前と

主はまったく変わらない、と理解しなくてはなりません。６番目の冒涜は、聖なる名前を自分

勝手に解釈することです。主も、そして主の聖なる名前も想像して作られたわけではありませ

ん。主は崇拝者たちが想像したものであり、だからその名前も想像上のもの――と考える貧弱

な知識の者たちがいます。主の名前をそのようなきもちで唱えても、その唱名で望むべき成功
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を達成することはできません。７番目の冒涜は、聖なる名前の力に頼って意図的に罪を犯すこ

とにあります。経典には、主の聖なる名前を唱えるだけですべての罪の反動から解放される、

と述べられています。この超越的な方法をまちがって使い、聖なる名前を唱えれば罪の結果を

すべて中和されることを期待して罪を犯しつづける者がいますが、それこそ、聖なる名前の御

足に対する最悪の冒涜です。そのような冒涜者は、浄化のために勧められている方法をすべて

実行しても、自分を純粋にすることはできません。言いかえると、主の聖なる名前を唱えるま

えは罪な人間だったとしても、聖なる名前に身をゆだね、罪の反動から解放されたあとは、聖

なる名前を唱えさえすれば自分は守られると思いながら罪を犯しつづけてはいけない、という

ことです。８番目の冒涜は、主の聖なる名前、そしてその名を唱える方法を、物質的で吉兆な

活動の一つである、と考えることにあります。物質的な恩恵を得るためのさまざまな優れた活

動がありますが、聖なる名前とその唱名は、たんなる吉兆で神聖な奉仕ではありません。確か

に、聖なる名前は聖なる奉仕なのですが、俗な目的のために主を利用するべきではありません。

主の聖なる名前と主はまったく同じものですから、聖なる名前を人類への物質的奉仕の段間に

落としてはなりません。たいせつなことは、至高主は至高の享楽者だという点にあります。主

は、だれかの召使いでも、だれかになにかを供給する者でもありません。同じように、聖なる

名前は主と同じものですから、聖なる名前を自分の奉仕のために利用してはなりません。 

 ９番目の冒涜は、主の聖なる名前を唱えることや聖なる名前の質に関心のない相手に教えを

説くことにあります。聞きたいとも思っていない相手にそのような教えを説くと、その行為は

聖なる名前の御足に対する冒涜と考えられます。10番目の冒涜は、聖なる名前の超越的な質に

ついて聞いたあとでも、興味を持てないことにあります。唱名する人は、聖なる名前の唱名の

効果を「偽の利己心からの解放」として感じます。まちがった利己心は、自分が世界を楽しむ、

世界にあるものすべては自分の楽しみのためだけにある、と考えることで表われます。物質主

義的な社会全体は、そのような「私」とか「私のもの」という利己心で動いていますが、聖な

る名前の唱名の真の結果は、そのようなまちがった考え方から解放されることにあります。 

 

第第第第１２１２１２１２節節節節    
 

ik&-  Pa[MataSYa bhui>a" Parae+aEhaRYaNaEirh ) 
vr& MauhUTa| ividTa& ga$=Tae é[eYaSae YaTa" )) 12 )) 

 

kià pramattasya bahubhiù 

parokñair häyanair iha 
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varaà muhürtaà viditaà 

ghaöate çreyase yataù 
 

 kim—何か; pramattasya—困惑した者の; bahubhiù—多く; parokñaiù—未経験; häyanaiù—年月; 

iha—この世界で; varam—より良い; muhürtam—一瞬; viditam—意識する; ghaöate—〜を試みる

ことができる; çreyase—最高の関心に関連して; yataù—それによって。 

 

 無駄にすごし、なんの経験も積まずに⻑生きして、そんな生き方にどれほどの価値があるだ

ろうか。ほんの一瞬であっても完璧な意識ですごすほうがましではないか。そのほうが、自分

にとって最上の関心を探求する始まりになるのだから。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

 シュリーラ・シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーは、向上的な人すべてが主の聖なる名前を

唱えることの重要性について、マハーラージャ・パリークシットに教えました。７日間の余命

に直面した王を勇気づけるため、シュリーラ・シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーが強調した

のは、人生の問題に関する知識もなく何百年間生きても無益なことである――それよりは、最

上の関心を達成するために完全な意識で一瞬を生きるほうがましである、という教えです。生

涯で求めるべき最上の関心は、永遠で、知識と喜びに満ちています。物質界の外界の様相に惑

わされ、「食べて、飲んで、楽しむ」という動物じみた感情で暮らしている人々は、目に見え

ないうちに過ぎ去る時の流れのなかで貴重な歳月を無駄にしています。完璧な意識で理解すべ

きことは、「人間生活は精神的成功を達成するために条件づけられた魂に用意されたものであ

り、この最終目標を手に入れるもっともかんたんな方法は、主の聖なる名前の唱名である、と

いう教えです。この点について前の節である程度説明しましたが、聖なる名前の御足に対する

さまざまな冒涜についてさらに理解を深めたいと思います。シュリーラ・ジーヴァ・ゴースヴ

ァーミー・プラブは、数多くの権威ある経典から節を引用し、聖なる名前の御足に対する冒涜

に関して巧みに解説しています。『ヴィシュヌ・ヤーマラ・タントラ』でシュリーラ・ジーヴ

ァ・ゴースヴァーミーは、主の聖なる名前を唱えるだけですべての罪の影響から解放されるこ

とを裏づけています。そして『マールカンデーヤ・プラーナ』の言葉を引用し、「主の献愛者

に対して不敬なことは言ってはならないし、献愛者をけなしている者たちに耳を貸してはいけ

ない。非難する者の舌を切り落としてそれ以上の非難を許さない。それができなければ、主の

献愛者の非難を聞くよりは自殺したほうがいい」と教えています。結論としては、献愛者の非

難を聞いてはいけないし、非難することを許してはいけない、と言えます。主の聖なる名前と
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半神たちの名前をいっしょくたにしないことについては、啓示経典（BG.10.41）が、「桁外れ

の力を持つ生命体でも、主クリシュナという至上のエネルギー源の部分体である」と明言して

います。主を除き、だれもが主に従属し、だれも主から独立していません。至高主のエネルギ

ーよりも力が強く、あるいは等しい者はいないため、主の名前ほどの力を持つ者もいません。

主の聖なる名前を唱えることで、万物の源と一致したエネルギーを手に入れることができます。

ですから、主の至高かつ聖なる名前をほかの名前と同じものと考えてはなりません。ブラフマ

ー、シヴァなど、力を持つ他の半神でも、至高主ヴィシュヌと等しくなることはぜったいにあ

りません。主の力みなぎる聖なる名前は、まちがいなく、私たちから罪の反動を取りのぞいて

救ってくれますが、聖なる名前という超越的な力を自分の邪悪な活動に使う者は、世界でもっ

とも堕落した人間と言えるでしょう。そのような輩を主は許しませんし、主のどの代表者たち

も許しません。ですから私たちは自分の生涯を、ぜがひでも、冒涜することなく主の栄光の称

讃に活用しなくてはなりません。そのような活動は、たとえ一瞬でも、無知のなかで⻑生きす

ることとは比較になりません。木のように、精神的な高まりを求めることなく何千年ものあい

だ生きる生涯になんの価値があるでしょうか。 

 

第第第第１３１３１３１３節節節節    
 

%Èa(r)ae NaaMa raJaizRjaRTveYataaiMahaYauz" ) 
MauhUTaaRTSavRMauTSa*JYa  GaTavaNa>aYa& hirMa( )) 13 )) 

 

khaöväìgo näma räjarñir 

jïätveyattäm ihäyuñaù 

muhürtät sarvam utsåjya 

gatavän abhayaà harim 
 
 khaöväìgaù—カトゥヴァーンガ王; näma—名前; räja-åñiù—神聖な王; jïätvä—知識によって; 

iyattäm—寿命; iha—この世界で; äyuñaù—人生の; muhürtät—ほんの一瞬で; sarvam—すべて; 

utsåjya—捨てている; gatavän—経験した; abhayam—完全に安全な; harim—人格主神。 
 

 神聖な王だったカトゥヴァーンガは、余命いくばくもないことを告げられ、すぐさま物質的

活動を捨てて至上の安全・人格主神に身をゆだねた。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
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 不動の責任感を持つ人は、人間としての生涯の義務を意識していなくてはなりません。物質

生活の必要性を満たす活動がすべてではないのです。来世で最善の境地に到達できる義務を注

意深く実践できるよう、心がけておくべきです。人間生活はその主要な義務をはたすためにあ

ります。この節ではマハーラージャ・カトゥヴァーンガが神聖な王として表現されていますが、

それは、国を統治するという責任ある立場にありながら人生の主要な義務を忘れていなかった

からです。それはマハーラージャ・ユディシュティラやマハーラージャ・パリークシットのよ

うなラージャルシ（神聖な王）たちにもあてはまります。かれらは、自分の主要な義務を注意

深く達成した模範と言える人物たちです。マハーラージャ・カトゥヴァーンガは半神たちに天

界に招かれて悪魔たちと戦いましたが、王として、半神たちの満足のために精一杯戦いました。

半神たちは王の活躍に心から満足し、物質的な喜びを得る恩恵を授けようとしましたが、カト

ゥヴァーンガ王はいつも主要な義務を考えていたため、自分に寿命がどれだけ残されているの

か尋ねました。来世をどう迎えるべきかを考えていたかれは、半神から物質的な恩恵をもらう

つもりはなかったのです。しかしかれは、余命いくばくもないことを知らされます。これを聞

いた王は、頂点の物質的楽しみを満喫できる天界を離れてすぐに地球にもどり、完全な安全・

人格主神に窮極の庇護を求めました。そしてそのすばらしい試みを完成させ、解放されました。

神聖な王によるこの試みは、わずかな時間のなかで首尾よく達成されました。主要な義務を決

して忘れていなかったからです。このように、マハーラージャ・パリークシットには、『シュ

リーマド・バーガヴァタム』という形で主の栄光を聞く主要な義務をたった７日間で遂行しな

くてはなりませんでしたが、偉大なシュカデーヴァ・ゴースヴァーミーから励まされました。

マハーラージャ・パリークシットは、主の意志ですぐに偉大なシュカデーヴァ・ゴースヴァー

ミーと出会い、こうして、パリークシット王によって残された精神的成功というすばらしい宝

物が『シュリーマド・バーガヴァタム』のなかに巧みに述べられることになったのです。 

 

第第第第１４１４１４１４節節節節    
 

TavaPYaeTaihR k-aErVYa Saáah& JaqivTaaviDa" ) 
oPak-LPaYa TaTSav|  TaavÛTSaaMParaiYak-Ma(  )) 14 )) 

 

taväpy etarhi kauravya 

saptähaà jévitävadhiù 

upakalpaya tat sarvaà 

tävad yat sämparäyikam 
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 tava—あなたの ; api—もまた ; etarhi—ゆえに ; kauravya—クルの家系に生まれた者よ ; 

saptäham—７日間; jévita—寿命; avadhiù—〜の制限まで; upakalpaya—それらを執行させる; 

tat—それら; sarvam—すべて; tävat—⻑い間; yat—〜であるものは; sämparäyikam—来世のため

の儀式。 
 

 マハーラージャ・パリークシットよ。あなたの寿命はあと７日間に限られた。だからそのあ

いだに、最善の来世を得るための必要な儀式をすべて執行することができる。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

 シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーは、わずかのあいだに来世の準備をしたマハーラージャ・

カトゥヴァーンガの例について話したあと、これから７日間という、限られてはいても自由に

使える時間があるのだから、来世のためにその時間を使うことができる、とマハーラージャ・

パリークシットを励ましています。間接的にゴースヴァーミーはマハーラージャ・パリークシ

ットに、残された生涯の７日間に主の音としての権化に身をゆだね、そして解放されるように、

と言っているのです。言いかえると、シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーがマハーラージャ・

パリークシットに話したように、だれでも『シュリーマド・バーガヴァタム』をただ聞くだけ

で来世のために最善の準備ができる、ということです。儀式は形式的なものではありませんが、

ためになる条件もあり、そのことがこれから教えられていきます。 

 

第第第第１５１５１５１５節節節節    
 

ANTak-ale/  Tau  Pauåz  AaGaTae  GaTaSaaßSa" ) 
i^NÛadSa(r)Xañe<a SPa*ha& dehe_Nau Yae c TaMa( )) 15 )) 

 

anta-käle tu puruña 

ägate gata-sädhvasaù 

chindyäd asaìga-çastreëa 

spåhäà dehe 'nu ye ca tam 
 

 anta-käle— 生 涯 最 期 に あ た っ て ; tu— し か し ; puruñaù— 人 物 ; ägate— 到 着 し て ; 

gata-sädhvasaù—死に対する恐れがまったくない ; chindyät—切り落とさなくてはならない; 

asaìga—無執着; çastreëa—〜と言う武器によって; spåhäm—すべての望み; dehe—物質的礼拝堂

に関連して; anu—〜に関連して; ye—それらすべて; ca—もまた; tam—それら。 
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 息を引き取ろうとするまさにそのときでさえ、死を恐れぬほど大胆であれ。しかし同時に、

肉体への執着、あるいは肉体にかかわるものすべて、肉体のために望むものすべてに対する執

着をすべて断ちきらなくてはならない。 
 

要旨要旨要旨要旨解説解説解説解説 

 

 愚鈍な物質主義の愚かさとは、価値ある人間のエネルギーで作られたものすべてをまちがい

なく放棄しなくてはならないのに、この世界でいつまでも住みつづけられる、とだれもが考え

ることにあります。愚かな大政治家、科学者、哲学者たちは、精神魂についてはなにも知らず、

数年しかない人生をすべてだと思い、死んだあとはなにも残らない、と考えています。このよ

うな貧弱な知識は世界中の博識な人々のなかにでさえ見られ、それが人間の生気を滅ぼし、そ

の恐ろしい結果が世に広がっている様を強く感じることができます。それでも、愚かな物質主

義者たちは来世でなにが起こるのか考えようともしない。『バガヴァッド・ギーター』が説く予

備的教えは「生命体の個別性は、外側の衣服である体が死に絶えてもなくならない」、という点

にあります。服が古くなれば新しいものに換えるように、個々の生命体も体を換え、その交換

が死と呼ばれるのです。ですから、死はいまの寿命がつきるときに起こる肉体の変化、と言え

ます。賢い人はその準備をし、来世で一番すばらしい体を選ばなくてはなりません。その一番

の体が精神的体であり、神の国にもどることのできる人、あるいはブラフマンの境地に入るこ

とのできる人が手に入れます。この編の第２章で、この主題がさらに深く論じられますが、体

の変化については、いま来世の準備をしなくてはなりません。愚かな人たちは、現世の一時的

な生活のことしか頭になく、愚かな指導者も体や体に関係することだけを解決させようとして

います。体にかかわること、といってもそれは体だけのことではなく、家族、妻、子ども、社

会、国など、その他多くの物事も含まれ、そのすべてが命の終わりとともになくなります。死

んだあと、体にかかわることもすべて忘れさられます。これは夜眠っているときにだれもが経

験しています。眠っているあいだは、数時間ではあっても、体のこと、体に関係することすべ

てを忘れています。死とは、次の体という束縛期間に入るまえの数ヶ月の睡眠、と言えます。

どのような束縛かは、各自の望みに応じて自然界の法則が与えます。ですから、いまの体を持

っているときに望みを変えるべきであり、だからこそ生きているうちに訓練を受けなくてはな

りません。その訓練はいつでも、死ぬ数秒前でも始められますが、一般的には人生の初期から

訓練を受け、ブラフマチャリャ、そしてグリハスタ、ヴァーナプラスタ、サンニャーサと徐々

に高められていきます。その訓練を可能にする制度がヴァルナーシュラマ・ダルマ、またはサ

ナータナ・ダルマという人間生活を完璧にする最善の方法です。ですから、家族、社会、政治
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中心の生活は、５０歳になったら、あるいはそれ以前にできなければ、捨てなくてはなりませ

ん。それができれば、次のヴァーナプラスタとサンニャーサ・アーシュラマで来世の準備のた

めの訓練が始まります。「一般大衆の指導者」という衣服をまとった愚かな物質主義者は、自分

にかかわる物事への執着を捨てずに、家族に執着しています。かれらは、人生の終わりに大衆

から尊敬されるかもしれませんが、だからといって、だれもの手足をがんじがらめに縛ってい

る自然界の法則から逃れられるわけでもありません。ですから、自分からすすんで家族や国に

まつわる執着を主への献愛奉仕に移すことが最善策なのです。この節では、家族への執着とい

う望みをすべて捨てることが勧められています。優れた望みを得る機会をつかむべきであり、

それができなければ、病的な望みを捨てる機会はやってきません。望みは生命体に本来そなわ

っています。生命体は永遠ですから、その自然なその望みも永遠です。望まなくなることはで

きません、しかし、望むものを変えることはできます。ですから、ふるさとに、神のもとに帰

ろうとする望みこそ高めなくてはなりませんし、そうすれば物質的な利益、物質的な名声、物

質的な人望などを得ようとする思いは、献愛奉仕の高まりに応じてなくなっていきます。生命

体の本質は奉仕であり、生命体がいだく望みはその奉仕活動に向けられています。政府の最高

幹部から路傍の貧者まで、だれかになにかの奉仕をしています。その奉仕の精神は、奉仕の望

みを物質的なものから精神的なもの、すなわち悪魔から神に移すことで完成するのです。 

 

第第第第１６１６１６１６節節節節    
 

Ga*haTa(  Pa[v]iJaTaae Daqr" Pau<YaTaqQaRJal/aPlu/Ta" ) 
éucaE iviv¢- AaSaqNaae iviDavTk-iLPaTaaSaNae )) 16 )) 

 

gåhät pravrajito dhéraù 

puëya-tértha-jaläplutaù 

çucau vivikta äséno 

vidhivat kalpitäsane 
 

 gåhät—自宅から; pravrajitaù—出ていって; dhéraù—自己制御; puëya—敬虔な; tértha—神聖な

場所; jala-äplutaù—充分に洗って; çucau—清められて; vivikte—人里離れた; äsénaù—座って; 

vidhivat—規則に従っている; kalpita—〜をして; äsane—座る場所に。 
 

 家を離れ、自己を抑制する修行に励まなくてはならない。神聖な場所に住み、定期的に沐浴

し、充分に浄化された、そしてだれもいない場所に座るのである。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

 よりよい来世を得るために、私たちは快適な我が家から出ていかなくてはなりません。ヴァ

ルナーシュラマ・ダルマ、あるいはサナータナ・ダルマのシステムは、50歳をすぎたら、でき

るだけ早く家族とのつながりから離れることを定めています。現代文化の基準は、最高の生活

環境に支えられた家庭で快適に住むことにあり、退職した人たちは、美しい女性や子どもで飾

られ、すべてが整えられた家で快適に余生をすごすつもりでいますし、まして快適な家庭を放

棄する望みはまったくありません。政府の高級官僚や大臣は死ぬまで名誉ある地位にしがみつ

き、家庭の慰安を放棄することを望みも夢見ることもしません。そのような妄想にとりつかれ

た物質主義者たちは、もっと快適な生活を求めてさまざまな計画をたてますが、突然現われた

残酷な死に情け容赦なく襲われ、望みに反して、壮大な計画作成者は連れ去られ、いまの体か

ら次の体に強引に入れられます。そして、過去の活動に応じた結果にもとづいて840種類の体

の一つに押しこめられます。家庭の慰安にあまりにも執着している人々は、罪なことをしてい

た生活のために、ふつう、来世で下等な生物に生まれ、こうして人間生活のエネルギーは無駄

に使われてしまいます。人間生活を無駄にする危険を冒さないためにも、50歳になったら、あ

るいはその歳になるまえでも、死の警告を受けいれなくてはなりません。たいせつなことは、

50歳になるまえであろうと、自分が死ぬという警告はすでに発せられているのですから、何歳

であろうと、よりよい来世のために準備をする心構えです。サナータナ・ダルマ制度に従う人々

は、人としての生活を無駄にしないよう、よりよい来世のために訓練を受けます。全世界にあ

る聖地は、そのような来世の準備ができるように、退職した人々の居住地として用意されてい

ます。知性ある人々は、人生最期のときが近づいたら、できれば50歳になったら聖地に行くべ

きであり、物質生活の足かせである家族への執着から解放されるために、精神的に生まれ変わ

る生活をしなくはなりません。物質的な執着を断ち切るためだけに家庭を放棄することが勧め

られていますが、それは、死ぬまで家族生活にしがみついている人は物質的な執着を断ちきる

ことはできないし、物質に執着していれば精神的自由の意味も理解できないからです。しかし、

ただ家を出たとしても、合法でも違法でも、聖地に別の家庭をかまえて満足することがあって

はなりません。出家して聖地に行く人たちはたくさんいますが、望ましくないつきあいのため

に、あるいは異性との不義な関係に陥ってふたたび家族を作ったりします。物質の幻想エネル

ギーはひじょうに強く、幸せだった家庭を捨てた人でも、ふたたびそのような幻想を選んでし

まうことがよくあります。ですから、性的な望みをいっさい持たずに独身生活をし、自己抑制

を修練しなくてはなりません。自分の存在を改善したい人にとって、性的なことにかかわるこ

とは自殺行為、あるいはそれよりもいまわしい行為とされています。ですから、家庭生活を捨
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てるということは、すべての感覚の望み、とくに性的な望みを抑える人間になる、ということ

でもあります。その方法は、充分に浄化された場所に行き、ワラ、鹿皮、じゅうたんなどに座

り、先に説明されたように冒涜することなく主の聖なる名前を唱えることです。心を物質的な

物事から逸らし主の蓮華の御足に集中させること――このかんたんな方法が、私たちを助け、

精神的な成功という最高段階にまで導いてくれるのです。 

 

第第第第１７１７１７１７節節節節    
 

A>YaSaeNMaNaSaa éuÖ& i}av*d(b]øa+ar& ParMa( ) 
MaNaae YaC^eiÂTaìaSaae b]øbqJaMaivSMarNa( )) 17 )) 

 

abhyasen manasä çuddhaà 

trivåd-brahmäkñaraà param 

mano yacchej jita-çväso 

brahma-béjam avismaran 
 

 abhyaset—修練しなくてはならない; manasä—心によって; çuddham—神聖な; tri-våt—３つで

構成されて; brahma-akñaram—超越的な文字; param—至高者; manaù—心; yacchet—支配下に置

く; jita-çväsaù—呼吸の空気を制御することで; brahma—絶対的な; béjam—種; avismaran—忘れ

去られることなく。 
 

 このように座ったあと、心を使って３つの超越的な文字（a-u-m）を思いだし、呼吸を制御

しながら、心がこの超越的な種を忘れないよう励みなさい。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

 オームカーラ（Oàkära）、あるいはプラナヴァ（praëava）は、超越的な悟りの種であり、

３つの超越的な音、a-u-m（ア−ウ−ム）で構成されています。トランスに導く超越的かつ機械的

な唱名法であり、また偉大な神秘家たちの経験で工夫された呼吸法と合わせて心でこの音を唱

えることで、物質的な考えに没頭している心を抑制することができます。これが、心の習慣を

変える方法です。心を殺してしまうわけではありません。心や望みは止めることはできません

が、精神的悟りのために望みを強めることはでき、また、心を使う対象の質を変えなくてはな

りません。心は活動する感覚器官の中心になっていますから、考えること・感じること・望む

ことの質が変われば、自然に、道具としての感覚の質も変わります。オームカーラ（oàkära）
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はすべての超越的な音の種であり、心と感覚に望ましい変化をもたらします。心理的に異常な

人でさえ、この超越的な音によって治療することができます。『バガヴァッド・ギーター』で

は、プラナヴァ（オームカーラ）が最高絶対真理社の直接の、そして文字の表われ、として受

けいれられています。主の聖なる名前をそのまま唱えられない人は、すでに勧められているよ

うに、プラナヴァ（オームカーラ）をかんたんに唱えることができます。オームカーラは、神

に向かって呼びかける言葉、たとえば「おお、我が主よ」という意味で、oà hari om（オーム・

ハリ・オーム）が「おお主よ、最高人格主神よ」という意味であるのと同じです。先に説明したよ

うに、主の聖なる名前と主自身は同じです。オームカーラもしかり。しかし、不完全な感覚の

ために主の超越的な個人としての姿や名前が理解できない人（つまり、初心者）は、呼吸を制

御し、同時に心のなかでプラナヴァ（オームカーラ）を繰りかえし唱える修練をしながら訓練

することができます。これまでなんども説明しましたが、人格主神の超越的な名前、姿、特質、

娯楽などは物質的な感覚ではぜったいに理解できないため、感覚の活動の中心である心をとお

して、そのような超越的な悟りが理解できるようになります。献愛者は心を絶対真理の人物に

集中させます。しかし、絶対者の個人としての様相に適応できない人は、さらに心を高い境地

に導くためにも非人格性をとおして高められるために訓練されます。 

 

第第第第１８１８１８１８節節節節    
 

iNaYaC^eiÜzYae>Yaae_+aaNMaNaSaa buiÖSaariQa" ) 
MaNa"  k-MaRi>arai+aá&  éu>aaQaeR  DaarYaeiÖYaa )) 18 )) 

 

niyacched viñayebhyo 'kñän 

manasä buddhi-särathiù 

manaù karmabhir äkñiptaà 

çubhärthe dhärayed dhiyä 
 

 niyacchet—引き込める; viñayebhyaù—感覚的従事から ; akñän—感覚 ; manasä—心の力で; 

buddhi—知性; särathiù—操縦者; manaù—心; karmabhiù—果報的活動によって; äkñiptam—〜に

没頭して; çubha-arthe—主のために; dhärayet—耐える; dhiyä—完全な意識の中で。 
 

 心を感覚的活動から逸らすことでしだいに心が精神化し、そして知性によって感覚は抑制で

きるようになる。物質的な活動に強く没頭していた心も、人格主神への奉仕に使うことができ

るようになり、完全な超越的意識に固定されていく。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

 プラナヴァ（オームカーラ）を機械的に唱え、呼吸を制御することで心を精神化させる最初

の方法は、とくににプラーナーヤーマの神秘的あるいはヨーガ方法、すなわち呼吸気の完全制

御法と呼ばれています。このプラーナーヤーマの最終段階は、法悦境、専門的にサマーディと

呼ばれる境地に固定されることにあります。しかしこれまでの歴史では、サマーディの境地に

いた聖者でさえ、物質的なことに没頭した心を抑えられなかった事例があります。たとえば、

ヴィシュヴァーミトゥラ・ムニはサマーディにいましたが、感覚の犠牲になってメーナカーと

結ばれました。これは歴史に記録されている事実です。心は、いまは感覚的なことを考えるこ

とをやめていても、潜在意識の状態で過去の感覚的活動を覚えており、自己の悟りに完全に専

念しようとする修練者を乱します。ですから、シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーは次の方法、

すなわち、心を人格主神への奉仕に固定させる方法を勧めています。主シュリー・クリシュナ、

人格主神は『バガヴァッド・ギーター』（第６章・第47節）でもこの直接の方法を勧めていま

す。こうして心は精神的に洗い清められたあと、聞く、唱えるというさまざまな献愛奉仕の活

動をとおして主への超越的な愛情奉仕に励まなくてはなりません。正しく導かれて実践すれば、

乱された心にとっても、高められるもっとも確かな方法です。 

 

第第第第１９１９１９１９節節節節    
 

Ta}aEk-avYav&   DYaaYaedVYauiC^àeNa    ceTaSaa ) 
MaNaae iNaivRzYa& Yau¤-a TaTa" ik-ÄNa Na SMareTa( ) 
Pad&   TaTParMa&  ivZ<aaeMaRNaae  Ya}a  Pa[SaqdiTa )) 19 )) 

 

tatraikävayavaà dhyäyed 

avyucchinnena cetasä 

mano nirviñayaà yuktvä 

tataù kiïcana na smaret 

padaà tat paramaà viñëor 

mano yatra prasédati 
 

 tatra—その後; eka—１つずつ; avayavam—体の手足; dhyäyet—〜に集中させるべきである; 

avyucchinnena— 完全 な姿から心を 逸らせることなく ; cetasä—心に よって ; manaù—心 ; 

nirviñayam—感覚の対象物に穢されることなく; yuktvä—適応されて; tataù—その後; kiïcana—
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なんでも; na—〜しない; smaret—〜のことを考える; padam—人物; tat—その; paramam—至高

者; viñëoù—ヴィシュヌの; manaù—心; yatra—〜すると; prasédati—調和する。 
 

 そのあと、体全体という実像から逸らすことなく、ヴィシュヌの手足を順に瞑想しなくては

ならない。こうして、心はすべての感覚の対象物から解放される。それ以外に考えるものがあ

ってはならない。最高人格主神・ヴィシュヌは窮極の真理だからこそ、心は主のなかでこそ完

全に調和するようになる。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

 愚かな人々はヴィシュヌの外的エネルギーに惑わされているため、幸福をめざして歩みつづ

けるその窮極目標は主ヴィシュヌ、人格主神との絆の確立にあることを知りません。ヴィシュ

ヌ・タットヴァ（Viñëu-tattva）は、人格主神のさまざまな超越的姿の無限の拡張体であり、

そのヴィシュヌ・タットヴァの至高かつ根源の姿はゴーヴィンダ、主クリシュナ、すなわちす

べての原因の窮極原因です。ですから、ヴィシュヌのことを考えること、あるいはヴィシュヌ、

とくに主クリシュナの超越的な姿を瞑想することは、瞑想の最終目標です。この瞑想は、主の

蓮華の御足から始めることができます。しかし、主の体全体のことを忘れたり、まちがって導

かれたりしてはなりません。主の超越的な体の各部分を考える練習をすべきです。この節では、

至高主は非人格ではない、と断言されています。主は人物です、しかし、その体は私たちのよ

うな条件づけられた人々の体とは違います。そうでなければ、プラナヴァ（オームカーラ）か

ら始まってヴィシュヌの個人としての体の手足にいたる瞑想が、完全な精神的完成を到達する

手段としてシュカデーヴァ・ゴースヴァーミーから勧められなかったはずです。ですから、イ

ンドにあるヴィシュヌを崇拝するための大寺院は、貧弱な知識しかない人たちがまちがって解

釈するような偶像崇拝のための場所ではありません。そうではなく、ヴィシュヌの超越的な体

の手足を瞑想するための精神的中心点なのです。ヴィシュヌ寺院に据えつけられている崇拝に

値する神像は、主ヴィシュヌの人智を絶する力ゆえに、主とまったく同じです。ですから、寺

院にあるヴィシュヌの手足に初心者が心を集中させる、あるいは瞑想することは、シュカデー

ヴァ・ゴースヴァーミーという偉大な権威者が勧めているように、１箇所にしっかり座ってヴ

ィシュヌの体の手足に心を集中させ、つぎにプラナヴァ・オームカーラに集中できない人々に

はかんたんな瞑想の機会になります。一般の人には、寺院でヴィシュヌの姿を瞑想するのは、

先に説明したように、a-u-m（ア・ウ・ム）で構成された精神的結合であるオームカーラを唱

えるよりも、もっと恩恵があります。オームカーラとヴィシュヌの姿に変わりはありません、

しかし絶対真理者の科学をよく知らない人々は、ヴィシュヌの姿とオームカーラの姿を別々の



 31 

ものと見ることで相反する要素を作りだそうとしています。この節では、ヴィシュヌの姿こそ

瞑想の窮極目標であり、だからこそ、姿も形もないオームカーラを唱えるよりヴィシュヌの姿

を瞑想するほうが優れている、と言われています。修練者にとって、前者の方法は後者よりも

難しいと言えるのです。 

 

第第第第２０２０２０２０節節節節    
 

rJaSTaMaae>YaaMaai+aá&   ivMaU!&  MaNa  AaTMaNa" ) 
YaC^eÖar<aYaa Daqrae hiNTa Yaa TaTk*-Ta& Mal/Ma( )) 20 )) 

 

rajas-tamobhyäm äkñiptaà 

vimüòhaà mana ätmanaù 

yacched dhäraëayä dhéro 

hanti yä tat-kåtaà malam 
 

 rajaù— 物質自然界の激情の様式 ; tamobhyäm—そして物質界の無知の様式によって ; 

äkñiptam—刺激されて ; vimüòham—混乱させられて ; manaù—心 ; ätmanaù—自分自身の ; 

yacchet—それを矯正させる; dhäraëayä—（ヴィシュヌの）考えによって; dhéraù—宥められた者; 

hanti—破壊する; yä—それらすべて; tat-kåtam—それらによって為されて; malam—汚い物事。 
 

 人の心は、物質自然界の激情の様式にたえず刺激され、無知の様式のために混乱している。

しかし、ヴィシュヌとの絆を築くことでそのような傾向を改善することができ、様式が作りだ

した穢れを清めれば、心を落ち着かせることができる。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

 激情と無知の様式によって動かされている人は、神を悟る超越的な境地に到達できるほんと

うの候補者にはなれません。徳の様式にいる人だけが、至高の真理の知識を得ることができま

す。激情と無知の様式の影響は、富と女性に対する強い欲望となって現われます。そして富と

女性を求めすぎている人々は、主ヴィシュヌの潜在的な力である非人格的様相を思いつづける

ことで矯正されます。一般的に、非人格論者や一元論者は激情と無知の様式に惑わされていま

す。非人格論者は自分を解放された魂だと思っていますが、絶対真理の「超越的な人物」とし

ての様相を知りません。じつは、絶対者の人物の様相を知らないため、かれらの心は不純です。

『バガヴァッド・ギーター』では、「非人格論哲学者は、何百回もの誕生を経たあとに、人格
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主神に身をゆだねるようになる」と言われています。初心の非人格論者が神の人物としての様

相を悟れるように、すべてが主と関係していることを汎神論の哲学をとおして悟る機会が与え

られています。 

 汎神論のなかでもより高い段階では、絶対真理の姿のない様相を認めていませんが、絶対真

理の概念を、いわゆる物質エネルギーという分野まで拡大させています。物質エネルギーによ

って作られた万物は、生命体の本質である「奉仕の態度」をとおして絶対者と合致させること

ができます。主の純粋な献愛者は、奉仕の態度をとおしてすべてを精神的に変える方法を知っ

ており、その献愛奉仕と合致することで汎神論は完璧なものになります。 

 

第第第第２１２１２１２１節節節節    
 

YaSYaa& SaNDaaYaRMaa<aaYaa& YaaeiGaNaae >ai¢-l/+a<a" ) 
Aaéu  SaMPaÛTae  YaaeGa  Aaé[Ya& >ad]Maq+aTa" )) 21 )) 

 

yasyäà sandhäryamäëäyäà 

yogino bhakti-lakñaëaù 

äçu sampadyate yoga 

äçrayaà bhadram ékñataù 
 

 yasyäm—そのように規則的に思い出す方法によって; sandhäryamäëäyäm—そして、その習慣

に立脚することで; yoginaù—神秘家達; bhakti-lakñaëaù—献愛奉仕の方法を修練して; äçu—すぐ

に; sampadyate—成功する; yogaù—献愛奉仕との関連; äçrayam—〜の庇護下で; bhadram—すべ

てにおいて善なる者; ékñataù—それを見ているもの。 
 

 王よ。思いつづけるというこの方法で、そしてあらゆる面で善なる主を見る習慣に立脚し、

そして主の直接の庇護下ですぐさま主への献愛奉仕の境地に到達する。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

 神秘的修練の成功は、献愛奉仕の態度という助けがあってこそ実現します。汎神論、すなわ

ち全能者があらゆる場所に遍在することを感じる理論は、ある意味では、心を献愛奉仕の考え

方に慣れさせることでもあり、神秘主義者が神秘的修行を最後に成功させられるのは、まさに

この献愛奉仕的態度なのです。しかし、じっさいに献愛奉仕をしなければ成功をおさめること

はできません。汎神論的考えをとおした献愛奉仕のきもちは、やがてち献愛奉仕に高まってい
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き、その点が非人格論者にとって唯一の恩恵と言えます。『バガヴァッド・ギーター』（第12

章・第５節）では、非人格的な方法で自己を悟るのはじつにやっかいなもの、と断言されてい

ます。⻑い歳月のあと、非人格論者も主の人物の様相に没頭するようにはなるのですが、それ

は間接的な道をとおって目的地に辿りつく方法だからです。 

 

第第第第２２２２２２２２節節節節    
 

raJaaevac 
YaQaa SaNDaaYaRTae b]øNa( Daar<aa Ya}a SaMMaTaa ) 
Yaad*Xaq  va  hredaéu  PauåzSYa MaNaaeMal/Ma( )) 22 )) 

 

räjoväca 

yathä sandhäryate brahman 

dhäraëä yatra sammatä 

yädåçé vä hared äçu 

puruñasya mano-malam 
 

 räjä uväca—幸運な王が言った ; yathä—ありのままに ; sandhäryate—考えが築かれる ; 

brahman—おおブラーフマナよ; dhäraëä—考え; yatra—どこに、どのように; sammatä—要約し

て; yädåçé—〜による方法; vä—あるいは; haret—救われて; äçu—速やかに; puruñasya—人の; 

manaù—心の; malam—汚れた物事。 
 

 幸運なパリークシット王がさらに尋ねた。「おおブラーフマナよ。どうか詳しくご説明くだ

さい。心をどのように、どこに向けたらいいのでしょうか。そして、心のなかにある汚れたも

のごとが取り除けるようにするには、どのように意識を固定させたらいいのでしょうか」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 
 条件づけられた魂の心にある汚れた思いは、当人にはあらゆる困難の根源です。条件づけら

れた魂は、物質存在でさまざまな苦しみに囲まれていますが、深い無知のために、そして物質

界で⻑く投獄された生活をつづけてきたあいだに、心にためられた汚れたものごとである困難

を取りのぞくことができません。もともと至高主の意思に仕える立場にあるのに、心の汚れの

ために自分勝手な望みに仕えようとしています。この望みは、心に平安を与えるどころか、新

しい問題を作りだし、その結果、誕生と死のサイクルに私たちを縛りつけるのです。果報的活
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動と経験主義哲学というこの汚れたものごとは、至高主とのふれあいでしか取りのぞけません。

主は全能の方ですから、人智を絶する力をとおして私たちにそのふれあいの機会を授けてくれ

ます。こうして、絶対者の人物の様相に信念を固定させられない人々は、ヴィラートゥ・ルー

パ（viräö-rüpa）「主の宇宙に広がる非人格的様相」とふれあう機会が与えられます。主の宇

宙的非人格的様相は、主の無限の力の表われです。力と力の源は同じですから、その宇宙的非

人格的様相であっても、条件づけられた魂が主と間接的にふれあう助けになり、そして徐々に

人物として接触する段階に高められていきます。 

 マハーラージャ・パリークシットはすでに主シュリー・クリシュナの人物としての様相にじ

かに結ばれていますから、心をどこに、どうやって主のヴィラートゥ・ルーパと適応させる尋

ねる必要はありませんでした。しかし、主の永遠と知識と喜びにあふれた姿である超越的な人

物の様相が考えられない人たちのために、詳しく説明してくれるよう求めました。献愛者でな

い人々は、主が人物であることを考えられません。貧弱な知識しかないために、ラーマやクリ

シュナのような主の人物としての姿は、かれらには不快なものでしかありません。主の力を貧

弱な知識でしか評価しかできないのです。『バガヴァッド・ギーター』（第９章・第11節）で

は主みずから、貧弱な知識しかないかれらは、主を凡人と考え、主の至高の人格性を嘲笑する、

と言っています。かれらは主の人智を絶する力を知りません。主はその力を使って、人間社会

で、あるいはその他もろもろの生物の社会で活動することができ、同時に、超越的な立場から

少しも逸れることなく全能の主としてとどまることができます。ですから、主の人物としての

永遠な姿を受けいれられない人々のために、マハーラージャ・パリークシットは、まず心を主

に固定させる方法についてシュカデーヴァ・ゴースヴァーミーに尋ねました。そしてゴースヴ

ァーミーは次のように詳しく説明していきます。 

 

第第第第２２２２３３３３節節節節    
 

é[qéuk- ovac 
iJaTaaSaNaae iJaTaìaSaae iJaTaSa(r)ae iJaTaeiNd]Ya" ) 
SQaUle/  >aGavTaae  æPae  MaNa" SaNDaarYaeiÖYaa )) 23 )) 

 

çré-çuka uväca 

jitäsano jita-çväso 

jita-saìgo jitendriyaù 

sthüle bhagavato rüpe 

manaù sandhärayed dhiyä 
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 çré-çukaù uväca—シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーが言った; jita-äsanaù—座位を制御する; 

jita-çväsaù—制御された呼吸法; jita-saìgaù—制御された連想; jita-indriyaù—制御された感覚; 

sthüle—濃密な物質の中に ; bhagavataù—人格主神に ; rüpe—〜の様相の中に ; manaù—心; 

sandhärayet—専念しなくてはならない; dhiyä—知性によって。 
 

 シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーが答えた。「座る姿勢を制御し、プラーナーヤーマ・ヨ

ーガで呼吸を制御し、心と感覚を抑制し、さらに知性を使って心を主の濃密な力（ヴィラート

ゥ・ルーパ）に集中させなくてはならない」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

 物質と深くかかわっている条件づけられた魂の心は、魂が肉体観念という限界を超えること

を許しません。そのため、瞑想のヨーガ法（座位と呼吸を制御し、心を至高者に固定させるこ

と）は、愚鈍な物質主義者の性質を整えるために定められています。物質主義者が物質に没頭

している心を清めなければ、超越的存在に思いを集中させることはできません。集中できるよ

うになるために、心を濃密な物質、あるいは主の外的様相に固定させることができます。次の

節では、主の強大な姿の各部分について説明されています。物質的な人々は、そのような抑制

方法に従って神秘的な力を得たいと強く願っていますが、ヨーガの制御は心に積もった汚れ、

欲情、怒り、貪欲など、物質的な穢れを根絶することにあります。神秘主義のヨーギーが、神

秘的な制御に心が向いて横道に逸れてしまえば、ヨーガの成功を達成する使命は失敗します。

最終的な目的は神の悟りだからです。そうならないように、さまざまな考えで心を固定させる

ことが勧められており、結果として、主の力を悟ることができます。さまざまな力が超越的存

在・神の道具として表われていることに気づいた人は、次の段階に進むことができ、そして徐々

に、完全な悟りを得る可能性が開けてきます。 

 

第第第第２４２４２４２４節節節節    
 

ivXaezSTaSYa dehae_Ya& SQaivïê SQavqYaSaaMa( ) 
Ya}aed&  VYaJYaTae ivì& >aUTa& >aVYa& >avÀ SaTa( )) 24 )) 

 

viçeñas tasya deho 'yaà 

sthaviñöhaç ca sthavéyasäm 

yatredaà vyajyate viçvaà 

bhütaà bhavyaà bhavac ca sat 
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 viçeñaù—個人の; tasya—主の; dehaù—体; ayam—この; sthaviñöhaù—濃密な物質; ca—そして; 

sthavéyasäm—全物質の; yatra—その中で; idam—これらすべての現象界; vyajyate—経験される; 

viçvam—宇宙; bhütam—過去; bhavyam—未来; bhavat—現在; ca—そして; sat—結果としての。 
 

 １つの全体としての物質現象界であるこの巨大な表われは、絶対真理者の人物としての体で

あり、そのなかで、普遍的結果である物質的時、すなわち過去・現在・未来が体験される。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

 物質・精神どちらでも、どのようなものでも、それは最高人格主神のエネルギーの拡張体で

あり、そのことは『バガヴァッド・ギーター』（第13章・第13節）で、全能の主は超越的な目、

頭、その他体の部分すべてをあらゆる場所にちりばめている、と述べられています。主はどこ

にいても、なんでも見たり聞いたり触れたり、あるいは表わすことができます。絶対的世界に

ある自分の住居にいても、極小の魂たちすべての至高の魂として遍在しているからです。相対

的な世界にしても、主の超越的なエネルギーの拡張だからこそ主の現象世界の表われです。主

は自分の住居に住んでいますが、主のエネルギーはあらゆる場所に広がっており、それは太陽

が１カ所にいながらあらゆる場所に広がっているようなものです。太陽光線は太陽そのものと

同じであり、それが太陽の拡張体として解釈されるからです。『ヴィシュヌ・プラーナ』（第

１編・第22章・第52節）では、火が１カ所から光と熱を拡散させているように、至高の精神魂、

人格主神は自分の無数のエネルギーをあらゆる場所に拡散させている、と述べられています。

巨大な宇宙という現象世界は、主のヴィラートゥ体の一部にすぎません。知性の足らない人た

ちは、主の超越的であらゆる面で精神的な姿を考えることができませんが、未開の原住⺠が稲

妻、巨大な山や菩提樹などに圧倒されるように、主のさまざまなエネルギーに驚かされていま

す。原住⺠は、⻁や象がそなえるすばらしい力を讃えます。アスラたちは、主がいることをど

うしても認識できません。啓示経典には主にまつわる説明が鮮やかに述べられていても、また

主みずから化身となって現われたり、非凡な力やエネルギーを示したり、ヴャーサデーヴァ、

ナーラダ、アシタ、デーヴァラという博識や学者たちに最高人格主神として認められ、『バガ

ヴァッド・ギーター』でアルジュナによって認められ、そして現代ではシャンカラ、ラーマー

ヌジャ、マドゥヴァ、シュリー・チャイタンニャのようなアーチャーリャによって認められて

いるのに、その説明を認めることができないのです。啓示経典が示す証拠も受けいれないし、

偉大なアーチャーリャたちを認めることもしません。じかに自分の目で見たいと思っているの

です。ですから、かれらの挑戦に答えられるヴィラートゥという主の強大な体ならかれらも見

ることができますし、また⻁、象、稲妻など、優れた物質的な力の表われに対しては称讃する
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習慣がありますから、ヴィラートゥ・ルーパに敬意を払うことができます。主クリシュナはア

ルジュナに頼まれて、アスラたちのためにヴィラートゥ・ルーパを示しました。純粋な献愛者

は、主の通俗な巨大な姿を見慣れていないため、特別の視野を授かって見なくてはなりません。

ですから主は、ヴィラートゥ・ルーパが見られる特別の視力をアルジュナに授け、そのことは

『バガヴァッド・ギーター』の第11章で説明されています。主のヴィラートゥ・ルーパの姿が

とくに示されたのはアルジュナのためではなく、だれかれかまわず化身と考えて大衆をまちが

って導く知性の足らない人々のためでした。かれらは、「私は化身だ」と言う安っぽい人間に

向かって、ヴィラートゥ・ルーパが見せられるか、見せられるのであれば化身として受けいれ

よう、と挑戦しなくてはならないのです。主のヴィラートゥ・ルーパの表われは無神論者への

挑戦であると同時に、アスラたちへの恩寵でもあります。かれらは、主をヴィラートゥとして

考えることで心から汚いものごとを洗いながし、近い将来、主の超越的な姿をほんとうに見ら

れる資格を手に入れられます。これが、無神論者や愚鈍な物質主義者たちに対するあらゆる面

で慈悲深い主の恩寵なのです。 

 

第第第第２５２５２５２５節節節節    
 

A<@k-aeXae   Xarqre_iSMaNa(   Saáavr<aSa&YauTae ) 
vEraJa" Pauåzae Yaae_SaaE >aGavaNa( Daar<aaé[Ya" )) 25 )) 

 

aëòa-koçe çarére 'smin 

saptävaraëa-saàyute 

vairäjaù puruño yo 'sau 

bhagavän dhäraëäçrayaù 
 

 aëòa-koçe—宇宙の殻の中で; çarére—〜の体内で; asmin—この; sapta—7重; ävaraëa—覆い; 

saàyute—そのように為されて; vairäjaù—巨大な宇宙の; puruñaù—主の姿; yaù—それ; asau—主; 

bhagavän—人格主神; dhäraëä—概念; äçrayaù—〜の対象。 
 

 ７重の物質要素で覆われた宇宙の殻のなかに示された人格主神の巨大な宇宙体は、ヴィラー

トゥ概念の対象である。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

 主は同時に無数のほかの体を持ち、そのすべてが主の根源の姿・シュリー・クリシュナと同
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じです。『バガヴァッド・ギーター』では、主の根源かつ超越的な、そして永遠な姿はシュリ

ー・クリシュナ、絶対人格主神であると確証されていますが、主は人智を絶する内的力・アー

トマ・マーヤー（ätma-mäyä）を使って、みずからを無数の姿と化身に同時に拡張させること

ができ、またそうすることで自分の力を衰えさせることはありません。主は完璧な方であり、

主から無数の完全な姿が放出されても、なにも失わずに、完全なままで存在しています。『バ

ガヴァッド・ギーター』の第11章では、人格主神・主クリシュナが、あたかもふつうの人間に

ように降誕した主を見ることのできない知性に欠ける人々を納得させるためにヴィラートゥ・

ルーパを示し、だれも競うことも凌ぐこともできない最高絶対人物であるという主張を証明し

ています。物質主義的な人々は、不完全ながらも、太陽に匹敵する無数の惑星を含む巨大な宇

宙空間を頭で考えることができます。しかしかれらが見られるのは頭上に円形に広がる空だけ

で、ほかにも何百万何千万もの宇宙があり、各宇宙が空気の入った巨大なフットボールの形を

し、水・火・空気・空間・自我・知的概念・物質自然でできた７層の物質の殻で包まれ、主が

マハー・ヴィシュヌとして浮かんでいる原因の海に漂っているという宇宙の情報など、まった

く知りません。種としての全宇宙は、主の分身マハー・ヴィシュヌの呼吸から放出され、ブラ

フマーたちが住んでいる各宇宙はすべて、マハー・ヴィシュヌが息を吸うときに消滅します。

このようにして物質自然界は主の至高の意志で作られ、そして消されています。この情報を知

れば、哀れで愚かな物質主義者たちも自分がどれほど無知なことを言っているのか想像できま

す。死にかけている人間の主張に耳を貸して、ちっぽけな生き物を主と競いあえる化身と言っ

ているのですから。ヴィラートゥ・ルーパはとくに主によって示されましたが、それは愚かな

人間たちに教訓を与えるためであり、主クリシュナが見せたようにヴィラートゥ・ルーパをじ

っさいに示すことができるのであれば、その人間を神の化身として受けいれることができます。

物質主義的な人は自分の心を、シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーが勧めたように自分の興味

を満たすために主のヴィラートゥ・巨大な姿に集中させることはできますが、自分を主クリシ

ュナと同じだと言い張っても主のように行動できず、また宇宙全体を含むヴィラートゥ・ルー

パを見せられもしない詐欺師にまちがって導かれないよう、自分を守らなくてはなりません。 

 

第第第第２６２６２６２６節節節節    
 

PaaTaal/MaeTaSYa ih PaadMaUl&/ 
  Pa#=iNTa PaaiZ<aRPa[Pade rSaaTal/Ma( ) 
MahaTal&/ ivìSa*Jaae_Qa GauLf-aE 
  Tal/aTal&/  vE  PauåzSYa  Jaºe )) 26 )) 
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pätälam etasya hi päda-mülaà 

paöhanti pärñëi-prapade rasätalam 

mahätalaà viçva-såjo 'tha gulphau 

talätalaà vai puruñasya jaìghe 
 

 pätälam—宇宙の底にある惑星; etasya—主の; hi—確かに; päda-mülam—足の裏; paöhanti—彼

らはそれを研究する; pärñëi—かかと; prapade—つま先; rasätalam—ラサータラという名の惑星; 

mahätalam—マハータラという名の惑星; viçva-såjaù—宇宙の創造者の ; atha—そのように; 

gulphau—足首; talätalam—タラータラという名の惑星; vai—それらのとおりに; puruñasya—巨

大な人物の; jaìghe—すね。 
 

 それを悟った者たちは、パーターラという名の惑星が宇宙体の主の御足の底を構成し、かか

ととつま先はラサータラという名の惑星であることを学んだ。そして足首がマハータラ惑星、

すねがタラータラ惑星を構成していることを学んだ。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

 最高人格主神の体として表われた宇宙存在は真実ではありません。現象界にあるものはすべ

て、『バガヴァッド・ギーター』（第９章・第４節）で確証されているように主に支えられて

いますが、物質主義者が見るものすべてが最高人格主神であると考えるのはまちがっています。

物質主義者は、主の宇宙体をとおして至高主の存在を考えることができますが、世界を支配し

ようとするかれらの考え方は神の悟りではありません。物質資源を勝手に使おうとする物質的

見方は、主の外的エネルギーの幻想が原因であり、そのため、主の宇宙体を見て最高真理を悟

ろうとする人は、仕えようとする心構えも必要です。その心構えをよみがえらせずにヴィラー

トゥの姿を見ても効果はありません。超越的な主の姿はどれをとっても、物質創造界の一部で

はありません。どのような状況下でも至高の魂としての正体を保ち、決して三様式に影響され

ません。物質界にあるものすべてが穢れているからです。主はいつでも内的エネルギーをとお

して存在しています。 

 宇宙は14天体系に分けられます。７天体系、すなわち低い順からブール、ブヴァル、スヴァ

ル、マハル、ジャナス、タパス、サッテャは上位の天体系です。低位の天体系として、高い順

からアタラ、ヴィタラ、スタラ、タラータラ、マハータラ、ラサータラ、パーターラがありま

す。この節では、低い順から説明が始まります。主の体の説明はその御足から始まるという献

愛奉仕の決まりがあるからです。シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーは主の献愛者として認め
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られている人物であり、その説明にまちがいはありません。 

 

第第第第２７２７２７２７節節節節    
 

Üe JaaNauNaq SauTal&/ ivìMaUTaeR‚ 
  æåÜYa&  ivTal&/ caTal&/ c ) 
MahqTal&/ TaÂgaNa& MahqPaTae 
  Na>aSTal&/ Naai>aSarae Ga*<aiNTa )) 27 )) 

 

dve jänuné sutalaà viçva-mürter 

üru-dvayaà vitalaà cätalaà ca 

mahétalaà taj-jaghanaà mahépate 

nabhastalaà näbhi-saro gåëanti 
 

 dve—２つ; jänuné—２つの膝; sutalam—スタラという名の天体系; viçva-mürteù—宇宙体の; 

üru-dvayam—２本の腿; vitalam—ヴィタラという名の天体系; ca—もまた; atalam—アタラとい

う名の惑星; ca—そして; mahétalam—マヒータラという名の天体系; tat—それの; jaghanam—臀

部; mahépate—王よ; nabhastalam—宇宙空間; näbhi-saraù—臍のくぼみ; gåëanti—彼らはそのよ

うに解釈する。 
 

 宇宙体の膝はスタラという名の天体系で、そして２本の腿はヴィタラとアタラ天体系である。

臀部はマヒータラ、宇宙空間は主の臍のくぼみである。 

 

第第第第２８２８２８２８節節節節    
 

or"SQal&/ JYaaeiTarNaqk-MaSYa 
  Ga]qva  MahvRdNa& vE  JaNaae_SYa ) 
TaPaae vra$q& ivduraidPau&Sa" 
  SaTYa& Tau XaqzaRi<a SahóXaqZ<aR" )) 28 )) 

 

uraù-sthalaà jyotir-anékam asya 

grévä mahar vadanaà vai jano 'sya 

tapo varäöéà vidur ädi-puàsaù 

satyaà tu çérñäëi sahasra-çérñëaù 
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 uraù—高い; sthalam—場所（胸）; jyotiù-anékam—発光する惑星; asya—主の; grévä—首; 

mahaù—発光惑星の上の天体系 ; vadanam—口; vai—正確に; janaù—マハルの上の天体系; 

asya—主の; tapaù—ジャナスの上の天体系; varäöém—額; viduù—〜として知られて; ädi—根源

者; puàsaù—人物; satyam—頂点の天体系; tu—しかし; çérñäëi—頭; sahasra—1,000; çérñëaù—複

数の頭を持つ者。 
 

 巨大な姿を持つ根源の人格者の胸は発光天体系、首はマハル惑星、口はジャナス惑星、額は

タパス天体系である。サッテャローカという頂点の天体系は1,000の頭を持つ主の頭部である。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

 太陽や月という輝く惑星は宇宙のほぼ中間に位置しているため、根源なる主の強大な体の胸

とされています。その発光惑星の上に、宇宙の管理者である半神たちが住む天国マハル、ジャ

ナス、タパスという天体系が位置し、その上にサッテャローカ天体系があり、そこには、ヴィ

シュヌ、ブラフマー、シヴァという物質自然界の様式を司る主要な管理者が住んでいます。こ

のヴィシュヌはクシーローダカシャーイー・ヴィシュヌという名で知られ、全生命体の至高の

魂として活動します。原因の海には無数の宇宙が浮かんでおり、その各宇宙には主のヴィラー

トゥの姿が、無数の太陽、月、天国の半神たち、ブラフマー、ブラフマー、ヴィシュヌ、シヴ

ァたちとともに存在し、『バガヴァッド・ギーター』（第10章・第42節）で述べられているよ

うに、そのすべてが主クリシュナの人智を絶する力の１つの部分に含まれています。 

 

第第第第２９２９２９２９節節節節    
 

wNd]adYaae bahv Aahuåóa" 
  k-<aaŒ  idXa" é[ae}aMaMauZYa XaBd" ) 
NaaSaTYadóaE ParMaSYa NaaSae 
  ga]a<aae_SYa GaNDaae Mau%MaiGanirÖ" )) 29 )) 

 

indrädayo bähava ähur usräù 

karëau diçaù çrotram amuñya çabdaù 

näsatya-dasrau paramasya näse 

ghräëo 'sya gandho mukham agnir iddhaù 
 

 indra-ädayaù—天界の王インドラに率いられている半神達; bähavaù—腕; ähuù—〜と呼ばれ
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る; usräù—半神達; karëau—耳; diçaù—４つの方角; çrotram—聴覚; amuñya—主の; çabdaù—音; 

näsatya-dasrau—アシュヴィニ・クマーラとして知られる半神達; paramasya—至高者の; näse—

鼻孔; ghräëaù—嗅覚; asya—主の; gandhaù—香り; mukham—口; agniù—火; iddhaù—燃えさかる。 
 

 主の腕はインドラに率いられている半神たち、10の方角は主の耳、物理的音は主の聴覚を表

わす。鼻孔は２人のアシュヴィニ・クマーラたち、物質的香りは嗅覚を表わす。主の口は燃え

さかる炎である。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 
 人格主神の巨大な姿の説明は『バガヴァッド・ギーター』の第11章にあり、『シュリーマド・

バーガヴァタム』のこの部分でさらに説明されています。『バガヴァッド・ギーター』（第11

章・第30節）の説明は、「ヴィシュヌよ。燃えさかるその口で、あなた様はあらゆる方角から

飛びこんでくる者たちすべてを食い殺しています。そしてご自分の輝きで全宇宙を覆いつくし、

恐ろしい灼熱の光を四方に放散されています」とあります。このように、『シュリーマド・バ

ーガヴァタム』は『バガヴァッド・ギーター』を学ぶ人々にとって卒業後の研究と言えます。

どちらもクリシュナ、絶対真理者の科学であり、相互依存しています。 

 至高主のヴィラートゥ・ルーパには、管理する半神と管理される生命体が含まれています。

小さな１個の生命体の微細な部分でさえ、主の力の代表者によって支配されています。半神は

主の巨大な姿に含まれているからこそ、主を崇拝することは、その対象が巨大な物質的概念で

も、主シュリー・クリシュナという永遠かつ超越的な姿であっても、半神たちやその他すべて

の部分体を癒すことができ、それは木の根に水を注げばエネルギーが木の各部分に送られるの

と同じです。したがって物質主義者にとっても、主の宇宙的な巨大な姿を崇拝すれば正しい道

に導かれます。さまざまな望みを満たすために数多くの半神に救いを求めるような、まちがっ

た崇拝で危険を冒す必要はありません。真の生命体は主自身であり、その他すべては想像にす

ぎません。すべては主の内だけに含まれているからです。 

 

第第第第３３３３００００節節節節    
 

ÛaEri+a<aq c+aur>aUTPaTa(r)" 
  Pa+Maai<a  ivZ<aaerhNaq  o>ae c ) 
Tad(>a]UivJa*M>a" ParMaeiïiDaZ<Ya‚ 
  MaaPaae_SYa TaalU/ rSa Wv iJaûa )) 30 )) 
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dyaur akñiëé cakñur abhüt pataìgaù 

pakñmäëi viñëor ahané ubhe ca 

tad-bhrü-vijåmbhaù parameñöhi-dhiñëyam 

äpo 'sya tälü rasa eva jihvä 
 

 dyauù—宇宙空間 ; akñiëé—眼球 ; cakñuù—目（諸感覚）の ; abhüt—そのようになった ; 

pataìgaù—太陽; pakñmäëi—まぶた; viñëoù—人格主神、シュリー・ヴィシュヌの; ahané—昼と夜; 

ubhe—両方; ca—そして; tat—主の; bhrü—眉; vijåmbhaù—動き; parameñöhi—至高の生物（ブラフ

マー）; dhiñëyam—位置; äpaù—ヴァルナ、水の管理者; asya—主の; tälü—口蓋; rasaù—分泌物; 

eva—確かに; jihvä—舌。 
 

 宇宙空間は主の眼窩（がんか）、眼球は見る力としての太陽を表わす。主のまぶたは昼と夜、

主の眉の動きのなかにブラフマーや同様の至上の人物たちが住んでいる。主の口蓋は水の管理

者であるヴァルナ、万物の分泌液すなわちエキスは主の舌である。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

 この節の説明を聞くと、常識と矛盾しているかのように見えます。太陽は眼球と言われたり、

またときには宇宙空間と説明されたりするからです。しかし、シャーストラの教えに常識が入

る余地はまったくありません。シャーストラの説明をただ受けいれるべきであり、常識よりも

ヴィラートゥ・ルーパの姿のほうに信念を置くべきです。常識はいつでも不完全ですが、シャ

ーストラの説明はいつでも完璧で完全です。矛盾と思われるのは、私たちの不完全さによるも

のであり、シャーストラが不完全だということではありません。それがヴェーダの知恵に近づ

く方法です。 

 

第第第第３３３３１１１１節節節節    
 

^Nda&SYaNaNTaSYa iXarae Ga*<aiNTa 
  d&í¥a YaMa" òehk-l/a iÜJaaiNa ) 
haSaae JaNaaeNMaadk-rq c MaaYaa 
  durNTaSaGaaeR      YadPaa(r)Maae+a" )) 31 )) 

 

chandäàsy anantasya çiro gåëanti 

daàñörä yamaù sneha-kalä dvijäni 
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häso janonmäda-karé ca mäyä 

duranta-sargo yad-apäìga-mokñaù 
 

 chandäàsi— ヴ ェー ダ 聖 歌 ; anantasya— 至 高者 の ; çiraù— 脳幹 ; gåëanti— 彼ら は 言う ; 

daàñöräù—あごの⻭; yamaù—罪人の管理者、ヤマラージャ; sneha-kaläù—愛情という芸術; 

dvijäni—⻭並び ; häsaù—微笑み ; jana-unmäda-karé—もっとも惑わせるもの ; ca—もまた ; 

mäyä—幻想エネルギー; duranta—超えられない; sargaù—物質創造界; yat-apäìga—〜である者

の一瞥; mokñaù—〜を見渡している。 

 

 ヴェーダ聖歌を主の脳幹である、とかれらは言い、また主のあごの⻭は罪人を罰するヤマ、

死の神と言う。愛情という芸術は主の⻭並び、もっとも魅惑的な幻想の物質エネルギーは主の

微笑みである。物質創造界というこの広大な海は、私たちを見渡す主の一瞥である。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

 ヴェーダの見解によると、物質創造界は主が物質エネルギーを一瞥した結果であり、この節

では、それがもっとも惑わせる幻想エネルギーである、と言われています。物質主義に惑わさ

れている条件づけられた魂たちが知っておくべきことは、物質的で一時的な創造界はほんとう

の世界の模造であり、主のそのような惑わせる一瞥に魅惑されている者たちは、ヤマラージャ

という罪人の支配者の管理下に置かれる、という事実です。主は、美しい⻭を見せながら愛情

をこめて微笑みます。主にまつわるこの真実を把握できる知的人物が、主に完全に身をゆだね

る魂になるのです。 

 

第第第第３３３３２２２２節節節節    
 

v]q@aetaraEïae_Dar Wv l/ae>aae 
  DaMaR" STaNaae_DaMaRPaQaae_SYa Pa*ïMa( ) 
k-STaSYa Mae!¥& v*z<aaE c iMa}aaE 
  ku-i+a" SaMaud]a iGarYaae_iSQaSaºa" )) 32 )) 

 

vréòottarauñöho 'dhara eva lobho 

dharmaù stano 'dharma-patho 'sya påñöham 

kas tasya meòhraà våñaëau ca mitrau 

kukñiù samudrä girayo 'sthi-saìghäù 
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 vréòa—謙虚さ ; uttara—上部 ; oñöhaù—唇 ; adharaù—あご ; eva—確かに ; lobhaù—切望 ; 

dharmaù—宗教; stanaù—胸; adharma—無宗教; pathaù—方法; asya—主の; påñöham—背中; kaù—

ブラフマー; tasya—主の; meòhram—性器; våñaëau—睾丸; ca—もまた; mitrau—ミトゥラー・ヴ

ァルナ達; kukñiù—腰; samudräù—海; girayaù—丘; asthi—骨; saìghäù—積み重ね。 
 

 慎ましさは主の臀部の上部、切望は主のあご、宗教は主の胸部、無宗教は主の背中である。

物質界の生命体すべてを作りだしたブラフマージーは主の性器、ミトゥラー・ヴァルナたちは

主の２つの睾丸である。海は主の腰、丘と山は主の骨の積み重ねである。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

 至高主は、知性の足らない思索家が誤解とは違い、非人格ではありません。主は至高の人物

であり、それはすべてのヴェーダ経典も確証しています。だとしても、その人格性は私たちが

思うものではありません。またここでは、ブラフマージーが主の性器として活動し、ミトゥラ

ー・ヴァルナたちが主の睾丸と表現されています。これは、主は身体的器官をそなえた完璧な

人物だということですが、各器官は同時に異なる機能を発揮できます。ですから「主は非人格

である」と表現されるときは、その人格性は私たちの不完全な想像できるタイプとは違う、と

理解しなくてはなりません。しかし、丘や山、海や空を見ても、ヴィラートゥ・ルーパという

主の巨大な体の部分として崇拝できます。主クリシュナからアルジュナに示されたヴィラート

ゥ・ルーパは信じない者たちに対する挑戦なのです。 

 

第第第第３３３３３３３３節節節節    
 

NaÛae_SYa Naa@yae_Qa TaNaUåhai<a 
  Mahqåha   ivìTaNaaeNa*RPaeNd] ) 
ANaNTavqYaR" ìiSaTa& MaaTairìa 
  GaiTavRYa" k-MaR Gau<aPa[vah" )) 33 )) 

 

nadyo 'sya näòyo 'tha tanü-ruhäëi 

mahé-ruhä viçva-tanor nåpendra 

ananta-véryaù çvasitaà mätariçvä 

gatir vayaù karma guëa-pravähaù 
 

 nadyaù—川 ; asya—主の ; näòyaù—血管 ; atha—そしてその後 ; tanü-ruhäëi—体の毛髪 ; 
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mahé-ruhäù—植物と木; viçva-tanoù—宇宙体の; nåpa-indra—王よ; ananta-véryaù—全能者の; 

çvasitam— 呼 吸 ; mätariçvä— 空 気 ; gatiù— 動 き ; vayaù— 過 ぎ ゆ く 時 代 ; karma— 活 動 ; 

guëa-pravähaù—自然界の三様式の反動。 
 

 王よ。川は主の巨大な体の血管、木は主の毛髪、全能性は主の呼吸である。過ぎゆく時代は

主の動き、主の活動は物質自然界の三様式の反動である。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

 人格主神は、いろいろな学派が言う貧弱な考え方とは違い、命のない石ではないし、無活動

でもありません。主は時の流れとともに動きますから、現在の活動はもちろん、過去と未来に

ついても知りつくしています。主にわからないものはなにもないのです。条件づけられた魂は

物質自然界の様式の反動に動かされています。『バガヴァッド・ギーター』（第７章・第12節）

で言われているように、自然界の様式は主の指揮だけで動いていますから、自然界は盲目的・

自動的に動いているわけではありません。それらの活動の背後には主の監督があり、ですから、

主は誤解されているように、なにもしていないわけではありません。ヴェーダは、至高主は個

人的になにもすることはない、と言ってはいますが、優位の立場にいる人がいつもするように、

すべては主の指揮で動いています。主の許可なくして１枚の葉さえ動かない、とよく言われま

す。『ブラフマ・サムヒター』（第５章・第48節）では、すべての宇宙、その宇宙の⻑たち（ブ

ラフマー）は主の呼吸のあいだだけ存在している、と言われています。同じことがこの節でも

確証されています。物質界で宇宙と惑星を存在させている空気は、不変のヴィラートゥ・ルー

パの呼吸です。ですから、川、木、空気、過ぎゆく時代などを見れば、主には姿がないとする

考えにまちがって導かれることなく、人格主神を認識することができます。『バガヴァッド・

ギーター』（第12章・第５節）では、絶対真理の姿のない観念にきもちが強く傾いている人は、

人物としての姿を思う知的な人よりも真理を理解するのは困難である、と言われています。 

 

第第第第３３３３４４４４節節節節    
 

wRXaSYa ke-XaaNa( ivdurMbuvahaNa( 
  vaSaSTau SaNDYaa& ku-åvYaR >aUMan" ) 
AVYa¢-MaahuôRdYa& MaNaê 
  Sa  cNd]Maa" SavRivk-ark-aeXa" )) 34 )) 
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éçasya keçän vidur ambuvähän 

väsas tu sandhyäà kuru-varya bhümnaù 

avyaktam ähur hådayaà manaç ca 

sa candramäù sarva-vikära-koçaù 
 

 éçasya—至高の支配者の; keçän—頭髪; viduù—あなたは私からそれを知ることができる; 

ambu-vähän—水を運ぶ雲; väsaù tu—衣服; sandhyäm—昼と夜の終わり; kuru-varya—クル家の最

善者よ; bhümnaù—全能者の; avyaktam—物質創造界の主要原因; ähuù—〜と言われている; 

hådayam—知性; manaù ca—そして心; saù—He; candramäù—月; sarva-vikära-koçaù—すべての変

化の源。 
 

 クル家のなかでもっとも優れた者よ。水を運ぶ雲は主の頭髪であり、昼と夜の終わりは主の

衣服であり、物質創造界の至高の原因は主の知性である。主の心は、あらゆる変化の源である

月である。 

 

第第第第３３３３５５５５節節節節    
 

ivjaNaXai¢&- MaihMaaMaNaiNTa 
  SavaRTMaNaae_NTa"k-r<a& iGair}aMa( ) 
AìaìTaYauRí¥GaJaa Na%aiNa 
  SaveR  Ma*Gaa" PaXav" é[aei<adeXae )) 35 )) 

 

vijïäna-çaktià mahim ämananti 

sarvätmano 'ntaù-karaëaà giritram 

açväçvatary-uñöra-gajä nakhäni 

sarve mågäù paçavaù çroëi-deçe 
 

 vijïäna-çaktim— 意 識 ; mahim— 物 質 の 原 理 ; ämananti— 彼 ら は そ れ を そ う 呼 ぶ ; 

sarva-ätmanaù—遍在する者の; antaù-karaëam—自我; giritram—ルドラ（シヴァ）; açva—馬; 

açvatari—ロバ; uñöra—ラクダ; gajäù—象; nakhäni—爪; sarve—その他すべて; mågäù—雄鹿; 

paçavaù—四足獣; çroëi-deçe—ベルトの部分に。 

 

 物質の原理（マハトゥ・タットヴァ）は、専門家たちが断言するように、遍在する主の意識、
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そしてルドラデーヴァは主の自我である。馬、ロバ、ラクダ、象は主の爪、そして野生動物や

四足獣は主のベルトの領域に位置している。 

 

第第第第３３３３６６６６節節節節    
 

vYaa&iSa TaÜyak-r<a& ivic}a& 
  MaNauMaRNaqza MaNauJaae iNavaSa" ) 
GaNDavRivÛaDarcar<aaPSar" 
  SvrSMa*TaqrSauraNaqk-vqYaR"   )) 36 )) 

 

vayäàsi tad-vyäkaraëaà vicitraà 

manur manéñä manujo niväsaù 

gandharva-vidyädhara-cäraëäpsaraù 

svara-småtér asuränéka-véryaù 
 

 vayäàsi—さまざまな鳥類 ; tat-vyäkaraëam—単語 ; vicitram—芸術的 ; manuù—人類の父; 

manéñä—思考; manujaù—人類（マヌの息子達）; niväsaù—住居; gandharva—ガンダルヴァとい

う名の人間; vidyädhara—ヴィデャーダラ達; cäraëa—チャーラナ達; apsaraù—天使達; svara—

音楽的リズム småtéù—記憶; asura-anéka—悪魔的な兵士達; véryaù—力。 
 

 さまざまな鳥類は主の天才的な芸術的感性を表わしている。人類の父・マヌは主の基準的知

性の象徴、慈愛は主の住居である。ガンダルヴァ、ヴィデャーダラ、チャーラナ、天使など、

天界に住む人類は主の音楽的リズムの、悪魔的兵士は主の驚異的な力の表われである。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

 主の美的感性は、孔雀、鸚鵡（おうむ）、カッコーなど、芸術的で色彩鮮やかなさまざまな鳥

類の創造に表われています。ガンダルヴァ、ヴィデャーダラたちといった神聖な人類の生物た

ちはすばらしい歌声を聞かせ、天界の半神たちの心さえとりこにすることができます。音楽的

リズムは主の音楽的センスの表われです。ならば、主が人物でないはずがありません。主の音

楽と芸術の感性、決して誤ることのない基準的知性は主の至高の人格を表わす印です。『マヌ・

サムヒター』は人類にとって基準となる法律書であり、全人類が、社会の規範を収めるこのす

ばらしい書物に従うよう勧められています。人間社会は主の居住地です。つまり、人は神を悟

るために、そして神と交流するために生きている、ということです。この生涯は条件づけられ
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た魂が永遠の神の意識をよみがえらせ、人生の使命をまっとうさせる機会です。マハーラージ

ャ・プラフラーダは、アスラの家系に生まれた主の代表者の正しい模範と言えます。主の巨大

な体と離れている生命体はいません。すべての生命体が至高の体と関係した特定の義務を持っ

ているのです。各生命体に割り与えられた特定の義務が遂行できなければ、生命体のあいだで

不調和が生じるのですが、至高主との関係をとおして生命体同士が結ばれれば、野生動物と人

間でさえ完全に融和することができます。主チャイタンニャ・マハープラブはその生きた調和

をマディヤ・プラデーシュのジャングルで見せています。⻁や象、そして獰猛な動物たちが完

全に調和したなかで至高主を讃えました。それが全世界に平和と親交を築く方法なのです。 

 

第第第第３３３３７７７７節節節節    
 

b]øaNaNa& +a}a>auJaae MahaTMaa 
  iv@Uårx(iga]ié[Tak*-Z<av<aR"   ) 
NaaNaai>aDaa>aqJYaGa<aaePaPaàae 
  d]VYaaTMak-" k-MaR ivTaaNaYaaeGa" )) 37 )) 

 

brahmänanaà kñatra-bhujo mahätmä 

viò ürur aìghri-çrita-kåñëa-varëaù 

nänäbhidhäbhéjya-gaëopapanno 

dravyätmakaù karma vitäna-yogaù 
 

 brahma—ブラーフマナ; änanam—顔; kñatra—クシャトリヤ; bhujaù—腕; mahätmä—ヴィラ

ートゥ・プルシャ; viö—ヴァイシャ; üruù—腿（もも）; aìghri-çrita—主の御足に守られている; 

kåñëa-varëaù—シュードラ; nänä—様々な; abhidhä—名前で; abhéjya-gaëa—半神; upapannaù—

追いつかれて; dravya-ätmakaù—可能な品物で; karma—活動; vitäna-yogaù—儀式の執行。 
 

 ヴィラートゥ・ルーパの顔はブラーフマナ、主の腕はクシャトリヤ、太ももはヴァイシャで

あり、シュードラは主の御足に守られている。崇拝に値するすべての半神も主の支配下にあり、

主をなだめるために、可能なかぎりの材料を使って儀式をすることは、万⺠の義務である。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

 この節では一神教について言及されています。半神にさまざまな名称の儀式を捧げることは

ヴェーダ経典で勧められていますが、この節では、その半神たちでさえ最高人格主神の姿のな
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かに含まれている、と言われています。根源の全体者の部分体にすぎないのです。同じように、

人間社会の区分、すなわちブラーフマナ（知識階級）、クシャトリヤ（管理者）、ヴァイシャ

（商業者階級）、シュードラ（労働者階級）は、すべて至高者の体のなかに含まれています。

ですから、捧げるにふさわしい品物をすべて使って、至高者を喜ばせる儀式を執行するよう勧

められています。一般的に、儀式は純粋なバターと穀物を捧げて行なわれますが、時代が進む

につれ、人間社会では、神の物質自然界が提供する物資を作りかえて、さまざまな物品を生産

できるようになりました。ですから私たちは、浄化されたギーだけを使った儀式を捧げるので

はなく、主の栄光を広めるなかで、生産されたその他の品物も使って捧げることを学ばなくて

はなりません。知識階級者・ブラーフマナは、先代のアーチャーリャたちの意見を参考にして、

そのような儀式執行を指示することができます。管理者階級は、その儀式ができる環境をすべ

て整えることができます。穀物を生産するヴァイシャ、すなわち商業者階級は、儀式のために

さまざまな品々を用意することができます。そしてシュードラも、その儀式が首尾よく行なわ

れるよう肉体労働をとおして仕えることができます。このように人間社会全体が協力しあい、

現代に勧められている儀式、すなわち主の聖なる名前を集まって唱えるという儀式を、世界中

の人々の共通の繁栄のために実践することができるのです。 

 

第第第第３３３３８８８８節節節節    
 

wYaaNaSaavqìrivGa]hSYa 
  Ya"   SaiàveXa"   k-iQaTaae  MaYaa  Tae ) 
SaNDaaYaRTae_iSMaNa( vPauiz SQaivïe 
  MaNa" SvbuÖya Na YaTaae_iSTa ik-iÄTa( )) 38 )) 

 

iyän asäv éçvara-vigrahasya 

yaù sanniveçaù kathito mayä te 

sandhäryate 'smin vapuñi sthaviñöhe 

manaù sva-buddhyä na yato 'sti kiïcit 
 

 iyän—これらすべて; asau—それ; éçvara—至高主; vigrahasya—その姿の; yaù—なんでも; 

sanniveçaù—位置されているように; kathitaù—説明した; mayä—私によって; te—あなたに; 

sandhäryate—集中できる; asmin—この中に; vapuñi—ヴィラートゥの姿; sthaviñöhe—その濃密な

ものに; manaù—心; sva-buddhyä—人の知性によって; na—〜ではない; yataù—主を超えて; 

asti—〜がある; kiïcit—ほかのすべて。 
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 これまで、濃密な物質と巨大な人格主神の様相について説明してきた。解放を真剣に求める

者は主のこの姿に心を集中させようとする。物質界にはそれ以上のものはないからである。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

 最高人格主神は『バガヴァッド・ギーター』（第９章・第10節）で、物質自然界は主の命令

を実行する代理者にすぎない、と明言しています。物質自然界は主のさまざまな力の一つであ

り、主の指揮があってこそ機能します。主は至高の超越的主だからこそ、主が物質原理をただ

見つめるだけで物質が刺激されはじめ、その結果、物質界の活動が６種類の連続的な変化とし

てつぎつぎに表わされます。物質創造界すべては、このように時の流れとともに現われ、そし

て消えていくのです。 

 貧弱な知識しかなく、そして知性の足らない人々は、人間のように姿を見せる主シュリー・

クリシュナの人智を絶する力がどうしてもわかりません（BG．9.11）。物質界で、私たち人間

の一人として現われるのは、堕落した魂たちへのいわれのない慈悲心によるものです。主は物

質的概念をすべて超えた方ですが、純粋な献愛者に対する尽きることのない慈悲の思いから、

人格主神として表われるために物質界に降りてきます。物質主義の哲学者や科学者は原子力や

宇宙体の巨大な様相に囚われすぎているため、真実の姿である精神的存在よりも物質的表われ

である外的現象界のほうに真剣に敬意を払っています。主の超越的な姿は、物質的活動の範囲

を超えており、自分たちの経験だけでものを考える物質主義的哲学者や科学者には、主が同時

に局所とすべての場所に存在できるという事実がひじょうにわかりづらくなります。至高主の

人物としての姿を受けいれられないかれらに、主は優しい心から、超越的な姿であるヴィラー

トゥの様相を見せ、その姿をシュリーラ・シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーが鮮やかに説明

しています。主が結論しているのは、この巨大な姿を超えるものはなにもない、という点です。

物質主義的な思考力に恵まれていても、この巨大な姿の概念を超えたものは理解できません。

物中心に考える人の心はいつも不安定で、1つの対象から別の対象にたえず移り変わっています。

ですからそういう人たちは、主の巨大な体のどの部分でもいいから知性を使って考え、主の物

質界の表われ――森、丘、人間、動物、半神、鳥、獣、あるいは他の生物すべて――のなかに

主を思いうかべることができます。物質現象界にあるものすべては、巨大な姿である体の一部

になっているのであり、そう考えることでゆれ動く心を主だけに固定させることができます。

主のさまざまな体の部分に集中するという方法は、神を無視する悪魔的な挑戦を徐々に消し、

しだいに主への献愛奉仕という段階に私たちを高めていきます。すべては完全全体者の部分で

すから、初心の生徒は、至高主は遍在すると説いている『シュリー・イーシャ・ウパニシャッ



 52 

ド』の聖歌の意味を徐々に理解し、やがて主の体にどのような冒涜も冒さない方法を学んでい

きます。神を中心にしたこの感覚は、神の存在に挑戦する傲慢さを消していきます。こうして、

いっさい万物に敬意を払うきもちを学んでいきます。すべては至高の体を持つ方・至高者の部

分体だからです。 

 

第第第第３３３３９９９９節節節節    
 

Sa SavRDaqv*tYaNau>aUTaSavR 
  AaTMaa  YaQaa SvPanJaNaei+aTaEk-" ) 
Ta& SaTYaMaaNaNdiNaiDa& >aJaeTa 
  NaaNYa}a SaÂed( YaTa AaTMaPaaTa" )) 39 )) 

 

sa sarva-dhé-våtty-anubhüta-sarva 

ätmä yathä svapna-janekñitaikaù 

taà satyam änanda-nidhià bhajeta 

nänyatra sajjed yata ätma-pätaù 
 

 saù—彼（至高の人物）; sarva-dhé-våtti—あらゆる種類の知性を使った悟りの方法; anubhüta—

認識して; sarve—だれもが; ätmä—至高の魂; yathä—できる限り; svapna-jana—夢を見ている人; 

ékñita— 〜 に 見 ら れ て ; ekaù— ま っ た く 同 じ ; tam— 主 に ; satyam— 至 高 の 真 理 者 ; 

änanda-nidhim—至福の海; bhajeta—崇拝しなくてはならない; na—決して〜ない; anyatra—他

のすべて; sajjet—執着して; yataù—それによって; ätma-pätaù—自分の堕落。 
 

 人が夢のなかで無数の現象を作りだすように、みずからを多くの現象界のなかに浸透させて

いる最高人格主神に心を集中させなくてはならない。唯一の、そしてすべてにおいて喜びに満

ちた絶対真理者だけに心を向けなくてはならない。それができなければ、まちがって導かれ、

堕落させていくしかない。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

 この節では献愛奉仕の方法が、偉大なゴースヴァーミーであるシュカデーヴァ・ゴースヴァ

ーミーによって間接的にしめされています。自己を悟るさまざまな方法にきもちを逸らすので

はなく、悟り・崇拝・熱意をそそぐもっとも気高い方である最高人格主神だけに集中しなくて

はなりません。自己の悟りとは、これまで説明したきように、物質界での生存競争に対して、
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永遠な生活を手にいれるために挑戦することなのですから、物質エネルギーの幻想のために、

ヨーギーや献愛者たちは、屈強の兵士でさえ物質存在にふたたび縛りつけるような数々の誘惑

に直面します。ヨーギーは修行の結果としてアニマーやラギマーなどの奇跡的成功を達成し、

もっとも小さいものよりも小さくなり、もっとも軽いものより軽くなり、あるいは一般的意味

で、富や女性の形で物質的恩恵を手にいれます。しかし、そのような魅力への警戒もあり、物

質的でもあるその喜びにおぼれてしまうのは、みずからを堕落させ、さらに物質界に閉じこめ

られることになります。この警告を胸に、油断のない知性に従わなくてはなりません。 

 至高主は一人であり、主の拡張体は無数です。だから主は万物の超霊魂（至高の魂）なので

す。私たちがなにを見ようと、その視野は二次的であり、まず主の視野が中心であることを知

らなくてはなりません。主が最初に見なければ、私たちはなにも見ることができないのです。

ヴェーダやウパニシャッドがそう教えています。なにを見ても、なにをしても、見たりしてい

る対象の至高の魂は主です。個々の魂と至高の魂のあいだにあるこの「同時に一つで異なる」

という理論は、主シュリー・チャイタンニャ・マハープラブがアチンテャ・ベーダーベーダ・

タットヴァ（acintya-bhedäbheda-tattva）の哲学として説いています。ヴィラートゥ・ルーパ、

すなわち至高主の巨大な様相には、物質的な表われはすべて含まれていますから、ヴィラート

ゥ・主の巨大な様相は全生物と無生物の至高の魂です。しかしヴィラートゥ・ルーパはナーラ

ーヤナあるいはヴィシュヌの表われでもあり、さらに悟りの理解を高めれば、最終的に、主ク

リシュナが存在するものすべての窮極の超霊魂であることが見られるようになります。結論と

して、私たちはためらうことなく主クリシュナの崇拝者になり、さらに、主の完全拡張体であ

るナーラーヤナだけの崇拝者にならなくてはならない、と言えます。ヴェーダの聖歌には、最

初にナーラーヤナが物質を見つめ、それが創造になった、と明言されています。創造のまえに

はブラフマーもシヴァもいなかったのですから、ほかの生物がいなかったのは言うまでもあり

ません。シュリーパーダ・シャンカラーチャーリャは「ナーラーヤナは物質創造界を超えた方

であり、他のすべての生命体は物質創造界の内にいる」という考えに納得しています。ですか

ら、物質創造界全体はナーラーヤナと一つ、そして同時に違うのであり、このことが主シュリ

ー・チャイタンニャ・マハープラブのアチンテャ・ベーダーベーダ・タットヴァ哲学を支持し

ています。物質創造界はナーラーヤナの視力から作られたのですから、主と同じです。しかし、

主の外的エネルギー（バヒランガー・マーヤー）の結果であること、また内的力（アートマ・

マーヤー）から離れていることで、同時に、創造界は主とは別の存在だとも言えます。この節

には「夢を見ている人」の例が巧みに説明されています。夢を見ている人はその夢の世界で次々

に物事を作りあげ、自分自身もその夢を見ている者としてそのなかに絡まっており、その結果
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に惑わされています。物質創造界も主の夢のような創造と言えるのですが、主は超越的な超霊

魂ですから、夢のような創造界の反動に絡まることも、影響を受けることもありません。主は

いつでも超越的な境地にいますが、本質的に主はすべてであり、またすべては主から離れてい

ます。私たちは主の部分ですから、主だけに専念しなくてはなりません――逸れることなく。

それができなければ、次々に物質創造界の力に征服されます。『バガヴァッド・ギーター』（第

９章・第７節）で次のように確証されています。 
 

sarva-bhütäni kaunteya 

prakåtià yänti mämikäm 

kalpa-kñaye punas täni 

kalpädau visåjämy aham 
 

 「クンティーの子よ。物質現象界すべてが創造期の終わりにわたしのうちに入り、次の創造期

が始まるとき、わたしは自分の力を使ってふたたび物質創造界を作りだす」 

 しかし人間生活は、創造と破壊の繰りかえしから抜けだす機会です。主の外的力から抜けだ

し、主の内的力のなかに入る機会でもあるのです。 

 

これで、バクティヴェーダンタによる『シュリーマド・バーガヴァタム』、第２編・第 1 章、

「神を悟る第一歩」の要旨解説を終了します。 


